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▼今年も熱戦、町民体育祭

▼東アジア地域交流促進会議開く

おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち

写真文化首都「写真の町」
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まち・タウン
○応援にぎやか、キッズバイク大会
○フィンランド教育セミナー開く
○大雪山の火山活動と防災取り上げ講演会
○梅で健康―初の梅漬け講習会　　ほか

大雪地区広域連合からのお知らせ
○被保険者証の更新時期です

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○羽衣の滝を思う
◇貸し出し図書・ビデオ紹介

大雪山の素顔
○Nature Column
　暴風雨の避難小屋で　アウトドア・ガイド Natures　中川伸也さん
○世界を知ろう！  No.4
　夏と果物　国際交流員　シッシャノック・ホンティッパラットさん

A Word From Another World
○No.47　新年度のスタート　英語活動教育指導員　カトリーナ・カイラさん
○エイゴノマナビカタ
　Brick walls.  心の壁　英語教育指導員　宮地晶子さん

人生を拓（ひら）く
○第15回　3区　吉岡秀雄さん
◇俳句

くらし・ネットワーク
○来年度から軽自動車税の税率が変わります
○技術系町職員の募集
○無料法律相談会を開きます
○マイナンバーに伴って住民票に「方書」表示
○北６線道路・万年橋は通行重量を規制します
○生活支援の商品券受給申請受け付け中
○子育て世帯臨時特例給付金申請を受け付け中　　ほか

子育てチャンネル
○さぁ　夏休みだぁ　前旭山動物園長　小菅正夫さん

保健だより
○大切なフットケア～爪切り、爪やすり

インフォメーション
○8月の行事　　ほか

どんとこい祭り前夜祭　夏夜の花火饗宴
（昨年８月９日、羽衣公園）

「今、生き生きと」は休載いたします。
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７
月
５
日
、
町
民

運
動
公
園
で
第
37
回

東
川
町
町
民
体
育
祭

を
開
き
、
町
内
か
ら

各
地
区
、
職
場
、
北

工
学
園
生
、
日
本
語

留
学
生
・
研
修
生
10

チ
ー
ム
と
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
７
チ
ー
ム
合
わ

せ
て
約
５
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
快
晴
の
好

天
。
午
後
に
は
日
差

し
が
和
ら
い
で
運
動
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
テ
ン
ト
後
ろ
で
は
、
各
地
区
持
参

の
焼
肉
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が
ず
ら
り
と
並
び
、

今
年
も
食
欲
を
そ
そ
る
煙
が
立
ち
上
り
ま
し

た
。

　

東
川
第
三
チ
ー
ム
は
、
全
町
俵
か
つ
ぎ
リ

レ
ー
で
男
女
チ
ー
ム
と
も
に
圧
倒
。
全
町
百

足
競
争
、
増
殖
ム
カ
デ
、
交
通
安
全
リ
レ
ー
、

全
町
混
成
リ
レ
ー
の
６
種
目
で
１
位
を
勝
ち

取
り
今
年
も
チ
ー
ム
力
で
圧
勝
し
ま
し
た
。

全
町
綱
引
き
競
技
は
、
第
二
地
区
の
展
望
閣

チ
ー
ム
が
３
連
覇
し
ま
し
た
。

　

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
リ
レ
ー　

①
大
雪
ふ
れ

あ
い
ク
ラ
ブ
②
喜
楽
ほ
の
ぼ
の
ク
ラ
ブ
③
寿

あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
▼
交
通
安
全
リ
レ
ー　

①

東
川
第
三
②
展
望
閣
Ａ

③
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
北
町

３
丁
目
▼
全
町
俵
か
つ

ぎ
（
女
子
）　

①
東
川

第
三
②
展
望
閣
③
あ
じ

さ
い
▼
同
（
男
子
）　

①
東
川
第
三
Ａ
②
北
工

学
園
③
東
川
第
三
Ｂ
▼

増
殖
ム
カ
デ　

①
東
川

第
三
②
西
部
③
展
望
閣

▼
全
町
百
足
競
争　

①

東
川
第
三
Ｃ
②
東
川
第

三
Ａ
③
東
川
第
三
Ｂ
▼

玉
入
れ　

①
東
雲
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
②
西
部

ゆ
う
あ
い
ク
ラ
ブ
③
喜
楽
ほ
の
ぼ
の
ク
ラ
ブ

▼
全
町
混
成
リ
レ
ー　

①
東
川
第
三
②
展
望

閣
③
西
部
▼
全
町
綱
引
き
競
技　

①
展
望
閣

②
西
部
③
東
川
第
三

ろ
か
ら
備
え
て
訓
練
し
、
そ

の
成
果
を
展
示
す
る
総
合
訓

練
と
し
て
毎
年
開
い
て
い
ま

す
。
女
性
団
員
６
人
を
含
め

76
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
の
閲
団
を

受
け
、
各
分
団
に
分
か
れ
て

小
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ
車

応
用
操
法
、
５
分
団
そ

ろ
っ
て
一
斉
放
水
、
町

内
中
心
市
街
地
の
分
列

行
進
を
実
施
し
て
町
民

に
勇
姿
を
展
示
披
露
し

ま
し
た
。

　

６
月
28
日
、
大
雪
消
防
組
合
東
川
消
防
団

（
金
盛
勇
松
団
長
、
５
分
団
85
人
）
が
東
川

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
本
年
度
の
消
防
総
合

訓
練
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
、
町
内
の
農
家
、
商
店
主
、
町

内
事
業
所
の
従
業
員
ら
で
組
織
す
る
非
常
勤

の
消
防
組
織
。
火
災
、
災
害
の
発
生
に
日
ご

　

６
月
28
日
、
キ
ト
ウ
シ

森
林
公
園
で
東
川
町
な
ど

主
催
の
第
４
回
北
海
道

キ
ッ
ズ
バ
イ
ク
カ
ッ
プ
ひ

が
し
か
わ
大
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

２
歳
か
ら
６
歳
ま
で
２

５
３
人
の
子
ど
も
た
ち
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

町
内
、
旭
川
市
内
な
ど
近

隣
だ
け
で
な
く
、
東
京
都

内
、
道
南
の
桧
山
管
内
厚

沢
部
町
、
道
東
の
根
室
管

内
別
海
町
な
ど
各
地
か
ら
親
子
連
れ
が
来
町

し
ま
し
た
。

　

気
温
18
度
（
午
後
１
時
）
と
日
差
し
さ
わ

や
か
な
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
自
分
の
バ

イ
ク
で
出
場
す
る
子
ど
も
が
半
数
近
く
に
増

え
て
、
年
長
児
の
出
場

の
中
に
は
、
上
手
に
乗

り
こ
な
す
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
持
つ

子
も
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
マ
マ
、
パ
パ
の
声

援
も
ど
ん
ど
ん
ヒ
ー
ト

ア
ッ
プ
。

　

半
面
バ
イ
ク
デ

ビ
ュ
ー
の
２
歳
児
は
、

50
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス

途
中
で
止
ま
っ
て
泣
き

始
め
て
し
ま
う
子
も

い
っ
ぱ
い
。
ご
機
嫌
を
と
っ
て
あ
や
し
な
が

ら
ゴ
ー
ル
ま
で
誘
導
す
る
の
は
マ
マ
の
腕
の

見
せ
ど
こ
ろ
。
パ
パ
は
、
自
慢
の
カ
メ
ラ
で

わ
が
子
や
孫
の
姿
を
追
い
か
け
て
い
ま
し

た
。

応
援
に
ぎ
や
か
、キ
ッ
ズ
バ
イ
ク
大
会

応
援
に
ぎ
や
か
、キ
ッ
ズ
バ
イ
ク
大
会

今
年
も
熱
戦
、町
民
体
育
祭

今
年
も
熱
戦
、町
民
体
育
祭防

火
の
誓
い
、消
防
総
合
訓
練
大
会

防
火
の
誓
い
、消
防
総
合
訓
練
大
会

全町綱引き競技３連覇した展望閣チーム決勝戦
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「
最
後
の
マ
グ
マ
噴
火
は
５

千
年
前
。
噴
火
活
動
は
終
わ
り

つ
つ
あ
る
」
「
東
川
は
ジ
オ

パ
ー
ク
の
活
動
そ
の
も
の
を
実

践
し
て
い
る
」
な
ど
と
旭
岳
を

中
心
と
す
る
火
山
群
の
活
動
、

新
た
な
活
用
可
能
性
と
防
災
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

７
月
14
日
、
北
海
道
火
山
勉
強
会
（
会

長
・
中
川
光
弘
北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
）

が
主
催
し
て
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

い
た
北
海
道
火
山
学
会
「
活
火
山
大
雪
山
の

研
究
と
防
災
の
取
り
組
み
」
の
一
般
講
演
会

で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
球
惑
星
シ
ス
テ
ム
科
学
分
野
教
授
の
中

川
氏
、
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
の
和
田
恵

治
教
授
、
旭
川
地
方
気
象
台
の
松
森
敏
幸
気

象
台
長
の
３
人
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

旭
岳
を
中
心
と
す
る
大
雪
火
山
群
の
活
動

変
遷
に
つ
い
て
、
中
川
教
授
は
「
マ
グ
マ
噴

火
を
断
続
的
に
続
け
て
い
る
十
勝
岳
と
異
な

る
。
最
後
の
マ
グ
マ
噴
火
は
５
千
年
前
。
そ

れ
以
降
活
動
が
終
わ
り
つ
つ
あ
る
が
、
別
の

山
で
活
動
が
始
ま
っ
て
山
が
出
来
る
こ
と
は

容
易
に
想
像
で
き
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

和
田
教
授
は
、
「
旭
岳
と
共
生
す
る
風
土

へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
登
壇
し
、
「
東
川
町

は
火
山
に
育
ま
れ
た
風
土
。
日

本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
36
地
域
の
一

カ
所
で
あ
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の

活
動
そ
の
も
の
を
実
践
し
て
い

る
。
全
国
に
誇
れ
る
ジ
オ
サ
イ

ト
」
と
の
見
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

松
森
台
長
は
「
口
永
良
部
島

は
レ
ベ
ル
１
の
段
階
か
ら
噴
火

し
た
。
旭
岳
も
警
戒
準
備
を
怠

ら
な
い
こ
と
が
必
要
」
な
ど
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　

同
勉
強
会
は
、
道
内
の
地
質
研
究
者
、
火

山
研
究
専
門
家
ら
約
60
人
で
活
動
し
、
道
内

の
火
山
活
動
地
帯
を
巡
っ
て
勉
強
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
本
町
で
は
初
め
て
の
開
催
。

家
の
会
、
閑
良
屋
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
）
会
の
結
成

記
念
写
真
集
と
し
て
出
版
し
ま
し
た
。
１
９

９
３
（
平
成
５
）
年
、
15
周
年
記

念
と
し
て
出
版
し
た
第
１
巻
以
来
、

５
年
ご
と
に
巻
を
重
ね
て
２
０
１

３
（
平
成
25
）
年
第
５
巻
を
出
版

し
て
い
ま
す
。

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
、
カ
ラ
コ
ル
ム
、
チ

ベ
ッ
ト
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ

ス
な
ど
世
界
の
峰
々
、
国
内
で
は

富
士
山
、
立
山
連
邦
、
北
穂
高
岳
、
白
馬
岳
、

大
雪
山
系
の
旭
岳
、
赤
岳
、
十
勝
岳
な
ど
、

会
員
が
撮
影
し
た
美
し
い

山
々
の
写
真
集
で
す
。

　

渋
谷
さ
ん
は
、
同
会
創

立
以
来
の
会
員
だ
と
い
い
、

町
が
大
雪
山
関
係
書
籍
を

集
め
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
所
蔵
本
の
寄
贈
を
申
し

出
て
く
れ
ま
し
た
。

　

旭
川
市
在
住
の
渋
谷
正
己
さ
ん
（
80
）
が

所
蔵
の
写
真
集
「
遥
（
は
る
）
か
な
る
山
」

（
遊
人
工
房
刊
）
の
Ⅱ
〜
Ⅴ
巻
４
冊
を
町
に

寄
贈
し
て
く
れ
ま
し
た
。
６
月
23
日
、
妻
の

孝
子
さ
ん
（
80
）
と
一
緒
に
来
庁
し
ま
し
た
。

　

町
が
大
雪
山
に
関
係
す
る
各
種
文
献
を
収

集
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
申
し
出
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
同
写
真
集
は
、
山
岳
写
真
家
、

内
田
良
平
氏
（
横
浜
市
在
住
）
が
中
心
と

な
っ
て
約
20
人
で
結
成
し
た
山
岳
写
真
愛
好

　

ラ
ト
ビ
ア
の
民
話
、
シ
カ

姫
伝
説
を
基
に
し
て
小
説
家

で
翻
訳
家
の
三
木
卓
氏
（
鎌

倉
市
在
住
）
が
書
き
下
ろ
し

た
作
品
「
鹿
姫
も
の
が
た
り
」

（
か
ま
く
ら
春
秋
社
刊
、
Ａ

Ｂ
版
32
㌻
）
で
、
挿
し
絵
を

担
当
し
た
ラ
ト
ビ
ア
の
ウ
ェ

ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ア
グ
ネ

セ
・
マ
テ
ィ
ソ
ー
ネ
さ
ん

（
35
）
が
、
絵
本
の
原
画
を
町
に
寄
贈
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
、
絵
本
を
出
版
し
た
か
ま
く
ら

春
秋
社
の
伊
藤
玄
二
郎
社
長
、
マ
テ
ィ
ソ
ー

ネ
さ
ん
ら
が
来
町
。
原
画
制
作
時
の
苦
労
な

ど
を
話
し
ま
し
た
。
伊
藤
社
長

に
よ
る
と
、
出
版
に
当
た
っ
て
、

ラ
ト
ビ
ア
国
内
で
挿
し
絵
を
公

募
し
、
13
歳
か
ら
70
歳
代
ま
で

約
３
０
０
点
の
作
品
が
集
ま
っ

た
そ
う
で
す
。

　

マ
テ
ィ
ソ
ー
ネ
さ
ん
の
作
品

は
、
色
使
い
が
象
徴
的
だ
と
い

い
、
ラ
ト
ビ
ア
文
化
庁
で
は
、

作
品
を
何
か
に
使
い
た
い
、
と

話
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

リ
エ
パ
ー
ヤ
大
学
人
文
学
部
芸
術
学
科
修

士
卒
業
後
、
昨
年
リ
エ
パ
ー
ヤ
芸
術
賞
の
リ

エ
パ
ー
ヤ
の
秋
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

ラ
ト
ビ
ア
民
話
２
作
目「
鹿
姫
も
の
が
た
り
」の
挿
し
絵
作
家
が
来
町

ラ
ト
ビ
ア
民
話
２
作
目「
鹿
姫
も
の
が
た
り
」の
挿
し
絵
作
家
が
来
町

野
菜
生
産
者
、繁
忙
期
前
に
交
流

野
菜
生
産
者
、繁
忙
期
前
に
交
流

大
雪
山
の
火
山
活
動
と
防
災
取
り
上
げ
講
演
会

大
雪
山
の
火
山
活
動
と
防
災
取
り
上
げ
講
演
会

東
ア
ジ
ア
地
域
交
流
促
進
会
議
開
く

東
ア
ジ
ア
地
域
交
流
促
進
会
議
開
く

　

６
月
22
日
、
町
教
委
は

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
セ

ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
大
学
ヘ
ル
シ
ン

キ
オ
フ
ィ
ス
の
テ
ロ
・
サ

ロ
マ
副
所
長
、
同
大
学
高

等
教
育
推
進
機
構
の
亀
野

淳
准
教
授
、
室
蘭
工
業
大

学
の
図
書
・
学
術
情
報
事

務
室
学
術
情
報
ユ
ニ
ッ
ト

の
千
葉
浩
之
氏
３
人
が
来

町
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
の
特
徴
や
職
業

教
育
養
成
課
程
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
、
中
、
高
校
の
学
校
長
ら
教
育

関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
サ
ロ
マ
氏
は
、

成
人
教
育
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
成
人
教

育
に
つ
い
て
、
職
業
教
育
、
一
般
教
養
教
育

な
ど
多
様
な
教
育
要
求
に
こ
た
え
る
こ
と
が

で
き
る
優
れ
た
制
度
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

亀
野
氏
は
、
大
学
な
ど
高
等
教
育
と
職
業

と
の
関
係
に
つ
い
て
「
入
学
平
均
年
齢
は
21

歳
。
高
校
を
卒
業
後
、
経
験
を
積
ん
で
か
ら

大
学
に
入
っ
て
く
る
。
仕
事
の
経
験
は
キ
ャ

リ
ア
教
育
、
仕
事
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に

役
立
っ
て
お
り
、
経
験
を
通
し
て
職
業
的
な

考
え
が
高
ま
っ
て
い
く
の
が
日
本
と
の
大
き

な
違
い
」
な
ど
と
紹
介
し
ま
し
た
。

　

千
葉
氏
は
図
書
館
の

多
機
能
性
に
つ
い
て

「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
も

Ｏ
Ｋ
。
ゲ
ー
ム
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
あ
る
、
と
考

え
て
い
る
。
閲
覧
室
に

キ
ッ
チ
ン
も
あ
り
、
冷

蔵
庫
も
備
え
て
い
る
。

図
書
館
の
音
楽
部
門
が

独
立
し
て
特
化
し
た
図

書
館
も
あ
る
。
ヘ
ル
シ

ン
キ
市
立
図
書
館
に
は
本
が
一
冊
も
な
く
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
機
能
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
接
続
の
た
め
の
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
も
無
料
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
も
使
え
る
」

な
ど
と
紹
介
し
ま
し
た
。

　

園
田
会
長
は
「
ハ
ウ
ス
野
菜
の
生
産
拡
大

に
向
け
て
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
３
カ
年

６
千
坪
（
約
２
万
平
方
㍍
）
の
計
画
は
、
１

年
目
で
２
千
３
３
０
坪
（
約
７
千
７
０
０
平

方
㍍
）
に
な
り
、
計
画
以
上
の
ハ
ウ
ス
で
栽

培
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ト
マ
ト
の
共
同
選
果
出

荷
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
野
菜
の
お
い
し
さ
を

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な

っ
て
き
て
い
る
」
と
野
菜
の
力
を
伝
え
る
取

り
組
み
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
、
東
川
町
農
協
蔬
菜
（
そ
さ
い
）

園
芸
研
究
会
（
園
田
稔
会
長
）
が
主
催
し
て

同
農
協
本
所
出
荷
倉
庫
を
会
場
に
夏
の
野
菜

生
産
者
の
集
い
を
開
き
ま
し
た
。

　

ほ
う
れ
ん
草
、
養
液
栽
培
生
産
、
ト
マ
ト

な
ど
９
部
会
約
１
２
０
人
の
生
産
者
が
集
い
、

繁
忙
期
を
迎
え
る
前
に
集
っ
て
親
交
を
深
め

ま
し
た
。

　

６
月
25
日
、
役
場
で
東
ア
ジ
ア

地
域
交
流
促
進
協
議
会
（
会
長
・

松
岡
市
郎
町
長
）
の
第
４
回
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

東
川
町
と
東
ア
ジ
ア
地
域
の
交

流
促
進
を
進
め
る
た
め
に
年
１
回
、

海
外
委
嘱
し
て
い
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
韓
国
、
台
湾
、
中
国
、
タ
イ
４
カ

国
・
地
域
（
順
不
同
）
か
ら
10
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

韓
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ハ
・
ス
ン
ヒ
ョ
ン

（
河
承
賢
）
さ
ん
は
「
観
光
地
図
の
主
要
観

光
地
に
写
真
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
、
マ
ッ
プ
コ
ー

ド
を
記
載
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
提
案
し
ま

し
た
。

　

台
湾
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
富
田
恭
敏
さ
ん
は

渋
谷
さ
ん
が
町
に
自
著
を
寄
贈

渋
谷
さ
ん
が
町
に
自
著
を
寄
贈

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
セ
ミ
ナ
ー
開
く

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
セ
ミ
ナ
ー
開
く

「
学
生
は
こ
こ
に
来
る
メ

リ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
な
か
な

か
来
な
い
。
単
位
認
定
制
度

を
実
現
で
き
な
い
か
」
な
ど

と
提
言
し
ま
し
た
。
大
隅
千

晶
さ
ん
は
「
去
年
、
東
川
町

観
光
案
内
所
を
開
設
す
る
こ

と
が
で
き
、
台
湾
東
川
会
も

で
き
た
。
東
川
会
は
来
年
開
け
た
ら
い
い
、

と
考
え
て
い
る
」
「
パ
ン
の
店
、
お
菓
子
の

店
の
こ
と
を
聞
い
て
く
る
人
も
い
る
。
米
粉

を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
な
ど
と
話
し
ま
し

た
。

　

中
国
・
上
海
の
ゴ
・
キ
（
呉
奇
）
さ
ん
は

「
東
川
の
水
は
上
海
に
輸
出
で
き
る
。
販
路

を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
た
い
」
な
ど
と

話
し
ま
し
た
。
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ま
ち
・
タ
ウ
ン

平
和
の
誓
い
、中
国
人
殉
難
烈
士
慰
霊
祭

平
和
の
誓
い
、中
国
人
殉
難
烈
士
慰
霊
祭

　

梅
漬
け
を
食
べ
て
健
康

増
進
―
と
町
は
今
年
か
ら

梅
漬
け
普
及
を
町
内
に
薦

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
上
旬
、
中
央
、
西
部
、

第
一
、
キ
ト
ウ
シ
、
第
三

各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

開
い
た
初
の
梅
漬
け
講
習

会
で
１
８
０
人
が
作
り
方

を
学
び
ま
し
た
。

　

本
場
・
和
歌
山
県
上
富

田
町
か
ら
直
接
取
り
寄
せ
た
大
ぶ
り
の
南
高

梅
。
黄
色
く
木
熟
し
上
質
と
い
わ
れ
る
も
の

を
使
っ
て
塩
分
10
㌫
の
減
塩
漬
け
を
講
習
し

ま
し
た
。

　

ウ
メ
は
事
前
に
１
│
２
時
間
水
に
浸
け
て

あ
く
抜
き
。
赤
シ
ソ
、
荒
塩
を
各
３
０
０
㌘
、

焼
酎
（
甲
類
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
20
㌫
）
３

６
０
㍉
㍑
を
用
意
し
、
１
人
当
た
り
３
㌔
㌘

の
梅
漬
け
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
東
川
振
興
公
社
の
丸
山
る
り
子
さ

ん
。
事
前
に
町
内
５
地
区
の
代
表
10
人
が
漬

け
方
を
習
っ
て
指
導
役
に
。
上
手
に
漬
け
る

コ
ツ
を
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
途
中
で
カ
ビ
発
生
を
予
防

す
る
た
め
、
ウ
メ
と
シ
ソ
を
し
っ
か
り
水
洗

い
と
焼
酎
洗
い
す
る
こ
と
。
シ
ソ
の
葉
は
、

あ
く
を
取
る
た
め
水

洗
い
の
後
さ
ら
に
３

回
程
度
塩
も
み
し
て

固
く
手
絞
り
し
、
発

色
用
の
酢
（
１
０
０

㍉
㍑
程
度
）
を
加
え

て
絞
っ
た
も
の
を
準

備
し
ま
し
た
。

　

ウ
メ
の
ク
エ
ン
酸
、

α
│
グ
ル
コ
シ
ダ
ー

ゼ
な
ど
の
酵
素
は
、

血
液
の
酸
性
化
を
防

ぎ
、
血
液
さ
ら
さ
ら
効
果
で
動
脈
硬
化
を
抑

制
し
ま
す
。
食
後
の
血
糖
値
上
昇
も
抑
え
て

糖
尿
病
の
予
防
に
役
立
つ
な
ど
、
健
康
食
品

と
い
わ
れ
ま
す
。
半
年
間
以
上
漬
け
る
と
お

い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

外
山
代
表
委
員
は
「
３
３
８
人
の
強
制
連

行
事
件
で
88
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
負
傷

者
48
人
、
病
人
２
２
１
人
に
達
し
、
そ
の
犠

牲
に
よ
っ
て
完
成
し
た
遊
水
池
は
、
私
た
ち

の
営
農
と
地
域
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
」
と

振
り
返
り
、
「
再
び
日
本
と
中
国
が
戦
争
す

る
こ
と
な
く
、
日
中
友
好
の
礎
に
な
る
べ
く

永
く
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
追
悼
し
ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
は
「
過
酷
な
労
働
が
本
町

の
農
業
発
展
の
基
礎
と
な
っ
た
」
と
改
め
て

日
中
の
友
好
へ
の
願
い
を
誓
い
ま
し
た
。

　

７
月
７
日
、
中
国
人
強
制
連
行
事
件
殉
難

烈
士
慰
霊
碑
管
理
委
員
会
（
代
表
委
員
・
外

山
弘
美
東
和
土
地
改
良
区
理
事
長
）
が
東
14

号
共
同
墓
地
で
中
国
人
強
制
連
行
事
件
殉
難

烈
士
慰
霊
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
和
土
地
改
良
区
、
旭
川
市
、
東
川
町
、

旭
川
日
中
友
好
協
会
、
旭
川
華
僑
協
会
な
ど

関
係
者
約
１
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
川
上
隆
司
会
長
）

主
催
の
東
川
町
慰
霊
追
悼
式

が
平
和
と
開
拓
の
碑
前
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

先
の
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）

な
ど
で
犠
牲
に
な
っ
た
戦
没

者
、
町
発
展
の
礎
を
築
い
た

開
拓
功
労
者
の
労
苦
を
思
い
、

毎
年
平
和
と
町
発
展
へ
の
誓

い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

慰
霊
祭
は
遺
族
会
、
社
会
福
祉
団
体
、
町

内
行
政
区
の
代
表
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
松
岡
市
郎
町
長
は
「
戦
没
者
２
１

３
柱
、
開
拓
功
労
者
２
４
９
柱
の
先
人
の
英

知
と
深
甚
（
し
ん
じ
ん
）
な
る
愛
郷
精
神
を

受
け
継
ぎ
、
い
つ
ま
で
も
持
続
で
き
る
ま
ち

梅
で
健
康
―
初
の
梅
漬
け
講
習
会

梅
で
健
康
―
初
の
梅
漬
け
講
習
会

づ
く
り
を
進
め
、
開
拓
１
２

１
年
の
歴
史
を
誇
り
と
し
て
、

戦
後
70
年
、
21
世
紀
の
限
り

な
い
発
展
を
誓
い
ま
す
」
と

追
悼
、
献
花
し
ま
し
た
。

　

音
楽
行
進
は
、
町
内
小
、

中
、
高
校
５
校
、
幼
児
セ
ン

タ
ー
か
ら
幼
児
、
児
童
、
生

徒
約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
東
川
高
校
は
発
足
し

た
ば
か
り
の
吹
奏
楽
同
好
会
15
人
が
初
出
場
。

役
場
前
か
ら
基
線
道
路
（
道
道
旭
川
旭
岳
温

泉
線
）
を
経
由
し
て
約
１
・
５
㌔
㍍
を
行
進

し
ま
し
た
。
第
一
小
学
校
の
児
童
26
人
は
道

草
館
前
で
恒
例
の
和
太
鼓
、
一
小
太
鼓
を
打

ち
鳴
ら
し
、
沿
道
の
声
援
に
応
え
て
い
ま
し

た
。

町内５地区代表が集まって事前に開いた講習会（６月30日、
キトウシ森林公園情報センター）

先
人
の
開
拓
魂
継
ぎ
、平
和
の
誓
い
新
た

先
人
の
開
拓
魂
継
ぎ
、平
和
の
誓
い
新
た
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被保険者証の更新時期です被保険者証の更新時期です被保険者証の更新時期です
　次の表に示す被保険者証等の更新時期が来ました。８月以降に病院など医療機関で通院、診察を受ける時は、送
付した新しい被保険者証等を医療機関の窓口に提示してください（受給者証、認定証は被保険者証と一緒にご使用く
ださい）。
　今までの被保険者証等は、７月末日の有効期限後に破棄してください。今回更新される受給者証、認定証以外に、申
請することによって適用を受けることができる認定証があります。ご希望の方は役場の国民健康保険取り扱い担当窓口
で申請してください。

大雪地区広域連合からのお知らせ

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

（
70
歳
以
上
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
70
歳
未
満
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者

加入者全員対象

・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院した時の食事負担額の軽減内容

世帯全員が住民税非課税の方対象

対象 国保加入者全員

対象 国民健康保険の加入者全員が住民税非課税の世帯

内容 ・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院した時の食事負担額の軽減

該当者に郵送（役場で手続きが必要、要印鑑）交付

交付 該当者に郵送

交付 該当者に郵送

交付 該当者に郵送

対象 住民税が課税の世帯

内容 ・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）

交付 申請によって交付（該当する方は手続きが必要）

お問い合わせ　大雪地区広域連合国民健康保険対策室　☎82－3697（内線562、563）
　　　　　　　役場定住促進課住民室　　　　　　　　☎82－2111（内線111）

対象 国保加入者全員が住民税非課税の世帯

内容 ・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院した時の食事負担額の軽減

交付 申請によって交付（該当する方は手続きが必要）

１．後期高齢者医療被保険者証

２．後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証

３．国民健康保険高齢受給者証

４．国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

１．国民健康保険限度額適用認定証

２．国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

８月に更新となる各種被保険者証等

申請によって適用可能になる認定証
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貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

羽
衣
の
滝
を
思
う

　

羽
衣
の
滝
へ
の
園
路
へ
の
土
砂
崩
落
か
ら

３
年
目
を
迎
え
た
。
小
職
の
力
不
足
か
ら
ま

だ
開
通
に
至
ら
ず
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
ま
た
年
々
衰
退
し
て
い

る
天
人
峡
温
泉
の
復
活
に
向
け
て
厳
し
い
ご

意
見
も
ち
ょ
う
だ
い
し
て
い
る
。
「
知
恵
」

と
「
行
動
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

昨
年
大
雪
山
国
立
公
園
指
定
か
ら
80
周
年

と
開
拓
１
２
０
年
の
節
目
も
あ
っ
て
、
本
町

の
町
史
編
集
員
で
あ
る
西
原
義
弘
氏
と
岩
見

沢
市
に
お
住
ま
い
の
清
水
敏
一
氏
が
、
大
雪

山
の
知
ら
れ
ざ
る
感
動
を
膨
大
な
資
料
か
ら

ま
と
め
あ
げ
、
「
神
々
が
遊
ぶ
庭
を
読
む　

大
雪
山
」
（
新
評
論
）
が
出
版
さ
れ
た
。

　

過
日
ひ
が
し
か
わ
東
京
会
が
開
か
れ
た
折
、

郷
土
の
誇
り
で
あ
る
大
雪
山
に
つ
い
て
知
ろ

う
、
と
講
演
会
が
企
画
さ
れ
た
。
小
職
に

と
っ
て
も
新
た
な
感
動
と
刺
激
を
得
た
。

　

そ
の
一
つ
に
李
白
と
大
町
桂
月
と
の
関
係

が
あ
る
。
李
白
と
い
え
ば
中
国
･
唐
の
時
代

の
有
名
な
詩
人
。
大
町
桂
月
は
、
明
治
・
大

正
期
の
日
本
の
有
名
な
詩
人
で
あ
る
。
１
９

２
１
（
大
正
10
）
年
ご
ろ
、
羽
衣
の
滝
を
訪

れ
漢
詩
を
作
っ
て
い
る
。
桂
月
が
詠
（
よ
）

ん
だ
漢
詩
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

羽
衣
瀧
（
桂
月
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
丈
懸
崖
雲
上
達
（
千
丈
の
懸
崖
雲
上
に
達

し
）
懸
崖
缺
處
挂
飛
泉
（
懸
崖
の
欠
く
と
こ

ろ
飛
泉
を
掛
く
）　
　
　
　
　
　

相
看
唯
誦
青
蓮
句 

（
相
看
て
た
だ
青
蓮
の

句
を
誦
う
）
疑
是
銀
河
落
九
天  

（
疑
う
ら

く
は
是
銀
河
の
九
天
よ
り
落
つ
る
か
と
）

　

桂
月
は
李
白
（
青
蓮
）
を
尊
敬
し
、
李
白

が
当
時
、
中
国
江
西
省
・
廬
山
（
ろ
ざ
ん
）

の
瀑
布
（
ば
く
ふ
）
を
詠
ん
だ
心
境
を
思
い

起
こ
し
、
「
羽
衣
瀧
」
を
詠
ん
で
い
る
と
い

う
。
廬
山
は
現
在
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
。

　

羽
衣
の
滝
へ
の
園
路
は
、
今
年
暫
定
的
で

あ
っ
て
も
い
い
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

と
強
く
要
望
し
て
い
る
。
滝
を
展
望
で
き
る

場
所
に
つ
な
が
る
新
し
い
橋
と
園
路
は
、
来

年
度
完
成
に
向
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
角
に
、
李
白
と

桂
月
の
漢
詩
を
何
ら
か
の
形
で
掲
示
で
き
れ

ば
、
と
考
え
て
い
る
。

　

漢
詩
を
見
比
べ
て
い
る
と
、
遠
い
唐
の
時

代
、
そ
し
て
桂
月
の
時
代
が
よ
み
が
え
っ
て

来
る
よ
う
で
あ
る
。
桂
月
の
漢
詩
か
ら
約
１

世
紀
が
経
っ
た
今
、
そ
の
滝
の
姿
は
当
時
と

変
わ
ら
ず
銀
河
の
天
空
か
ら
落
ち
て
い
る
。

大
雪
山
は
、
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
今
も
な
お

た
た
え
て
い
る
。
名
勝
・
羽
衣
の
滝
を
文
学

的
な
視
点
か
ら
捉
え
、
観
光
振
興
を
図
っ
て

み
た
い
も
の
で
あ
る
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 

☞

 
http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

レジェンド！葛西紀明選手と下川ジャンプ少年団ものがたり
城島　充／著　講談社／刊

　2014（平成26）年のロシア・ソ
チ五輪で２個のメダルを獲得し、今
やスキー・ジャンプ競技の伝説とも
いわれるようになっている葛西紀
明選手。傷だらけのメダルに込め
た思いとは？　お年玉がもらえない
ほど貧しかった少年時代って？　
「小さな葛西たち」の強さの秘密
は？　葛西選手の人生と、彼を育
んだ下川ジャンプ少年団の子ども
たちを描いた一冊。夢に向かって
頑張ることの大切さが伝わります。

ホビット　決戦のゆくえ（DVD）
発売元：ワーナー・ブラザース・ホームエンターテイメント

　13人のドワーフたちは、つい
に竜に奪われた故郷の莫大な
財宝を取り戻した。だがそれと
引き換えに、恐るべき竜・スマウ
グを湖の町に解き放ってしまい、
ドワーフ族、エフル族、ニンゲン
が三つ巴の戦いに。そこにド
ワーフに恨みを持つオーク族と
アクマイヌが迫り、５つの軍勢は
ついに全面戦争に突入する。ホ
ビット３部作、ここに決着。（１４
４分）

北海道体験ファームまるわかりガイド
片岡れいこ／著　メイツ出版／刊

　道民にとって身近なようで意外
と知らないのが牧場のこと。自然
のにおいや音、やさしい風が満ち
ている牧場で寝泊まりしながら、
動物の餌やり、牛の乳搾り、野菜
の収穫、バター・チーズ作り、アイ
スクリーム作りなど、見て、知って、
触れて、作って、食べて牧場体験
してみませんか。北海道内各エリ
アの牧場の特徴や場所、体験で
きることなど、大自然を満喫でき
る牧場ステイの案内本。

松
岡
市
郎

羽
衣
の
滝
を
思
う
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大雪山の素顔
暴風雨の避難小屋で
　大雪山国立公園にはいくつかの避難小屋が存在

する。避難小屋の近くには野営指定地もあり、持参

したテントを張ることもできる。

　山の中の避難小屋には電気もガスも水道もない。

あるのはおいしい空気と最高の景色。とはいって

も、いつも天気が良いわけもなく、真っ白なガスに

包まれる時もあれば雨の時や風の強い時もある。

　先日、山中２泊の行程で縦走に出かけたのだが、

台風から変わった低気圧が北海道を通過するタイ

ミングで、初日の午後から風が次第に強くなり、１

泊目の白雲岳避難小屋に着くころには歩けるもの

の少しよろけるような風となっていた。

　天気予報では、翌日さらに風が強くなる予報で

あったため、テントではなく避難小屋に泊まること

とした。

　２日目の早朝、予報通り風の勢いは増し、風のう

なり声で目が覚めた。避難小屋の周辺でさえ立っ

ているのがやっとという状況で、忠別岳避難小屋

までの行程は不可能だと判断し、この日は避難小

屋で停滞を決めた。

　30名ほどいた登山者は誰一人として行動するこ

とはなく、全員が停滞と決めるほどの状況であっ

た。

　停滞の日は、皆それぞれに本を読んだり話をし

たりして時間をつぶして過ごしているのだが、われ

われは朝からトランプをしてはお茶で休憩し、また

トランプをして食事…という具合に耐久トランプ大

会となった。和気あいあいと談笑し、トランプをし

ていられるのは、山の中に建って風雨を避けられ

る避難小屋のおかげである。

　天候の判断さえ間違わなければ、山の中で泊ま

り歩く山旅は、最高の時間となる。たとえ予定の行

程がかなわないとしても…。山の中で感じるのは、

われわれがすごくちっぽけな存在だということだ。

　

夏
に
な
り
、
東
川
町
は
一
番
暑
い
季
節
を
迎

え
ま
す
ね
。
暑
い
と
言
（
い
）
っ
て
も
、
タ
イ

の
暑
さ
は
比
べ
る
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
で

す
。
冬
が
な
い
タ
イ
と
い
う
国
は
、
一
年
中
暑

い
で
す
。

　

11
月
か
ら
２
月
は
最
も
過
ご
し
や
す
い
季
節

で
も
、
山
の
山
頂
は
２
〜
５
度
ま
で
下
が
り
ま

す
が
、
平
地
で
の
平
均
気
温
は
約
2
4
度
で
す
。

夏
の
３
月
か
ら
６
月
は
40
度
ま
で
上
が
る
日
も

あ
り
ま
す
。
残
り
の
７
月
か
ら
10
月
ま
で
は
雨

期
な
の
で
、
ほ
ぼ
毎
日
大
雨
が
降
り
ま
す
。
そ

の
暑
さ
は
大
変
で
す
け
ど
、
そ
の
代
わ
り
に
利

点
が
あ
り
ま
す
。

　

冬
が
な
い
お
か
げ
で
、
一
年
間
お
い
し
い
果

物
を
食
べ
ら
れ
ま
す
。
季
節
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
が
、
マ
ン
ゴ
ー
、
バ
ナ
ナ
、
パ
パ
イ

ヤ
、
グ
ア
バ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
等
は
一

年
間
楽
し
め
ま
す
。
特
に
、
マ
ン
ゴ
ー

と
バ
ナ
ナ
は
１
０
０
種
類
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
マ
ン
ゴ
ー
、
バ
ナ
ナ
、
パ
パ

イ
ヤ
は
育
て
や
す
い
果
物
な
の
で
、
だ

れ
で
も
植
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
間
、
母

が
パ
パ
イ
ヤ
を
買
っ
て
き
て
、
食
べ
た

ら
お
い
し
い
と
思
っ
た
の
で
、
そ
の
種

を
植
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
、

私
の
家
は
自
家
製
の
バ
ナ
ナ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
パ

パ
イ
ヤ
を
食
べ
ら
れ
ま
す
。
バ
ナ
ナ
や
マ
ン

ゴ
ー
が
あ
り
す
ぎ
る
時
は
、
お
菓
子
を
作
っ
た

り
し
ま
す
。

　

有
名
な
果
物
の
デ
ザ
ー
ト
だ
と
、
「
カ
オ

ニ
ャ
オ
・
マ
ム
ア
ン
」
と
い
う
不
思
議
な
食
べ

物
で
す
。
も
ち
米
を
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
で
炊

い
て
、
甘
く
て
香
り
が
い
い
マ
ン
ゴ
ー
と
食
べ

た
ら
最
高
で
す
。
ご
飯
な
の
に
デ
ザ
ー
ト
⁉　

外
国
人
に
と
っ
て
は
変
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

食
べ
て
み
た
ら
止
ま
ら
な
い
で
す
。

　

ど
ん
な
に
暑
く
て
も
食
べ
物
が
お
い
し
い
の

で
、
そ
の
た
め
に
来
る
観
光
客
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
ガ
イ
ド
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

夏
と
果
物

国
際
交
流
員

シ
ッ
シ
ャ
ノ
ッ
ク
・
ホ
ン
テ
ィ
ッ
パ
ラ
ッ
ト

アウトドア・ガイド Natures　中 川 伸 也

タイの自宅に植えているバナナの木です

！

世界
を知
ろう
！

世界
を知
ろう！

世界
を知
ろう
！

世界
を知
ろう

４
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.47

A New School Year Begins   Catrina Caira 

In Canada many people are getting ready for the new school year to start. So I 
thought I would talk about how the schools are different.  Most classes will start 
the last week of august or the first week of September. In Canada the school year 
starts in September, not April.  Students graduate and end their year in June, then 
comes the big summer break.  After 2 months of fun, summer break is over and 
it's time to get new books and pencils. Some people are getting ready for univer-
sity; maybe they are moving away from home for the first time.  Everyone in the 
area generally attends a local high school.   In Canada you do not have to pay for 
school until you go to university.  Most people also don’t leave home until univer-
sity.  High schools are not rated in anyway.  Though often one school in town is 
known to be more academic and one more for people interested in trades this is 
not always the case.  There are no high school tests or university tests, though there 
are sometimes tests for graduate school.  We also do not have to take off our shoes when we enter the school; outdoor shoes 
are fine, except for in the gym.  Students do not help with cleaning the school, that is the cleaner and custodian’s job. Because 
we don’t have tests we also don’t have juku. Thought we often have homework once we get to high school. Seems I’m out of 
space so will have to stop for now.  There are lots of differences between schools in different countries and all of them have 
strengths and weaknesses.  I think it is very interesting to look at what different schools do well.

第121回

Brick walls.  心の壁

　「１マイル４分の壁」の話を聞いたことありますか。陸上
の世界で37年間越えられないと信じられてきた１マイル４分
を切るタイム。ところが一人が破ったら、１年以内に23人も
の選手がそれに続きました。「どうせダメだろう」という思い
込みを取っ払ったら、できた、というお話。
　英語でもいろんな思い込みの壁がありますよ。同じじゃ
ないかな、と思います。例えば「留学しないと話せるように
ならない」という壁。「10歳が言語習得の限界」説も根強い。

そんなこと言い出したら、日本の英語の達人たちは存在で
きないことになります。「先生はネイティブスピーカーに限
る」というのもそう。「日本語は使ってはいけない。英語は英
語で習う」も。本当にそうですか？　
　私は日本の普通の公立中学校で勉強しました。英語に出
合ったのは１年生の時。先生は日本人。日本語で習いました。
留学経験もありません。
　むかーし、むかーし、孔子が弟子に言いました。「今、汝
は限れり（今、あなた自分で自分を諦めたでしょ！）」って。じ
れったかったんでしょうね。その気持ち、すごーくよく分かり
ます。「中学校で３年間もやったのに」なんて言わないの。
中学１、２年生の教科書の本文を全部紙に写しても紙たっ
た１枚分です。足りるわけがない。足りないのは留学でも早
期教育でもない、オールイングリッシュの授業でもない。
「絶対量」と「やればできる」という確信。悩んでいる暇が
あったら、ひとりカラオケで英語の歌でも熱唱しましょう。
千回歌えば、〝バヒューン〟と伸びている自分を実感できま
す。

（訳：宮地晶子）

新年度のスタート　カトリーナ・カイラ
　カナダでは、多くの人が新年度に向けて準備を始める季節です。そこで今回は学校の違いについて話をします。カナダでは新年度
は４月ではなく９月始まりです。ほとんどの学校が８月の最終週か９月の第１週に始まります。６月に卒業すると、あとはながーい夏休
みがあり、２カ月間楽しむとそれも終わり。いよいよ新しい本や鉛筆を買う時です。大学に行く準備をする人もいます。初めて家を離れ
る人もいますが、たいてい地元の高校に通います。カナダでは大学まで学費は不要です。ほとんどの人は大学までは家を出ません。高
校のランク付けもありません。必ず、というわけではありませんが、たいてい町には学力中心の高校と商業的な高校とあります。高校入
試や大学入試はありませんが、ときに大学院入試はあります。学校では体育館以外は土足で、靴を脱ぐ必要はありません。学校の掃除
は生徒ではなく、清掃員や管理人がします。試験がないので塾はありません。でもいったん高校に入ると宿題が出ます。そろそろスペー
スがなくなってきました。さまざまな国に多様な学校があります。どの学校にも強みと弱みがあるでしょう。それぞれの良いところを見
ていくと興味深いですね。

【ちょっと豆知識】宮地晶子

　夏休みが２カ月もあるなんて、「親
は大変だぁ！」と思ってしまいます。
でも実際はday care（預かり）やsum-
mer camps（キャンプ）など豊富なプ
ログラムが用意されています。horse 
back riding（乗馬）、hiking（ハイキ
ング）、swimming（水泳）、archeol-
ogy（考古学）、biology（生物学）、
craft camp（陶芸、木工）など、カト
リーナさんもいろいろな経験があるそ
うです。
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　 俳　

句

明
日
無
き
を
知
り
て
散
り
ゆ
く
ほ
ー
ほ
た
る

雲
の
峰
母
に
伝
え
て
元
気
だ
と

お
す
そ
分
け
し
た
い
幸
せ
う
つ
ぎ
咲
く　

老
母
の
白
髪
美
し
き
髪
洗
う

髪
洗
う
若
く
は
な
い
と
独
り
言

手
の
ひ
ら
に
夢
叶
え
て
と
蛍
の
日

父
の
日
や
コ
ー
ヒ
ー
ミ
ル
が
歌
い
出
す

あ
り
し
日
の
か
み
の
田
に
飛
ぶ
蛍
か
な

ほ
う
た
る
や
ひ
と
り
ふ
た
り
の
夕
餉
の
灯

初
蛍
暮
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
夜
の
樹
々

胡
瓜
も
み
季
節
の
妙
味
に
生
か
さ
れ
て

蛍
狩
り
数
十
年
ぶ
り
の
エ
ス
コ
ー
ト

チ
エ
ー
ン
ソ
ー
の
音
は
る
か
な
り
夏
の
午
後

洗
い
髪
夜
風
に
吹
か
れ
淡
き
恋

い
つ
だ
っ
て
少
女
に
な
れ
る
名
は
デ
イ
ジ
ー

寝
た
母
を
七
日
に
一
度
髪
洗
う

網
戸
し
て
外
の
真
夜
中
取
り
入
れ
る

初
蛍
逢
う
約
束
の
日
の
近
し

石　

澤　

清　

宏

松　

山　

蓉　

子

三　

島　
　
　

智

若　

田　
　
　

郁

本　

田　
　
　

咲

佐
々
木　

り　

え

山　

内　

み　

ゆ

長
谷
川　

き
み
ゑ

小　

林　

ろ　

ば

高　

橋　

公　

花

杉
山　

ひ
ろ
の
り

保　

科　

な　

ほ

徳　

光　

吐　

苦

杉　

山　

り　

つ

こ
ば
や
し　

星
来

横　

田　

則　

子

若　

田　
　
　

久

高　

瀬　
　
　

潤

俳　

句

俳　

句

人
生
を
拓
く

ひ
ら

15

　

「
『
昼
は
開
墾
し
て
夜
は
炭
焼
き
。
昔
の
人
は

寝
る
間
も
な
い
ほ
ど
稼
い
だ
』
『
お
前
ら
は
遊
ん

で
る
よ
う
な
も
ん
だ
』
っ
て
言
わ
れ
た
も
ん
だ
よ

ね
。
で
も
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
る
と
、
そ
の
時
代
は

み
ん
な
が
そ
う
だ
っ
た
か
ら
や
れ
た
ん
だ
と
思
う

よ
ね
」
。

　

祖
父
・
幾
太
郎
さ
ん
（
昭
和
９
年
、
65
歳
で
逝

去
）
か
ら
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

　

東
旭
川
と
の
境
界
沿
い
の
山
裾
か
ら
倉
沼
川
に

か
け
て
、
１
８
９
６
（
明
治
29
）
年
に
一
族
で
入

植
し
ま
し
た
。
父
・
甚
六
さ
ん
（
昭
和
59
年
、
91

歳
で
逝
去
）
は
デ
ン
マ
ー
ク
方
式
の
理
想
の
農
業

を
追
求
し
、
家
畜
を
飼
い
、
酪
農
と
水
田
の
複
合

農
業
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

「
じ
い
さ
ん
は
馬
が
好
き
で
、
種
馬
育
て
た
り

し
て
大
事
に
し
て
い
た
ら
し
い

さ
」
。
「
馬
つ
な
ぎ
の
木
」
と

呼
ん
で
い
た
ヤ
チ
ダ
モ
の
大
木

は
、
入
り
口
す
ぐ
の
真
ん
中
に

今
も
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い

る
吉
岡
家
の
語
り
部
。

　

「
一
人
前
の
農
家
の
理
想
は

『
田
ん
ぼ
を
作
る
の
と
家
畜
を

育
て
る
の
が
使
命
だ
』
と
親
父

が
言
っ
て
た
よ
」
。
父
・
甚
六

さ
ん
は
、
自
分
で
た
い
肥
を
作
り
町
の
た
い
肥
共

励
会
で
優
勝
し
た
こ
と
も
。
乳
牛
４
頭
を
飼
育
し
、

「
搾
乳
缶
に
毎
日
１
本
（
25
㍑
程
度
）
絞
っ
た
よ

ね
。
自
転
車
で
毎
日
出
し
た
も
ん
だ
。
途
中
で
転

ん
で
ひ
っ
く
り
返
っ
た
こ
と
あ
っ
た
ね
」
「
ホ
ー

ム
ス
パ
ン
作
る
と
言
っ
て
め
ん
羊
も
飼
っ
て
い
た
。

町
で
も
随
分
と
講
習
会
を
し
て
薦
め
と
っ
た
ね
」

と
懐
か
し
い
思
い
出
が
次
々
浮
か
び
ま
す
。

　

「
こ
の
辺
じ
ゃ
あ
珍
し
い
大
き
な
家
だ
っ
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
座
敷
に
入
っ
た
こ
と
な
か
っ
た
よ

ね
」
と
い
う
家
は
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
、

小
学
１
年
の
時
に
火
事
で
焼
失
し
、
今
残
っ
て
い

る
の
は
金
張
り
の
仏
壇
と
お
寺
の
過
去
帳
。

　

今
も
２
・
５
㌶
を
作
付
け
生
産
す
る
現
役
米
作

り
農
家
。
町
内
で
初
め
て
ハ
ウ
ス
野
菜
の
栽
培
を

手
掛
け
、
ピ
ー
マ
ン
生
産
を
広
め
ま
し
た
。
コ
メ

と
同
程
度
の
生
産
高
に
な
っ
た
時
期
も
。
し
か
し

妻
の
サ
カ
エ
さ
ん
は
75
歳
で
先
立
ち
「
ず
い
ぶ
ん

無
理
を
重
ね
た
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
様
子
。
野

菜
生
産
は
高
収
益
の
半
面
、
早
朝

か
ら
深
夜
ま
で
休
む
間
も
な
く
働

き
詰
め
で
し
た
。

　

「
中
風
に
な
っ
て
ね
、
８
年
間

も
介
抱
し
た
よ
ね
」
。
苦
労
を
掛

け
続
け
た
当
時
を
思
い
返
し
ま
し

た
。
阿
波
団
体
生
産
組
合
長
（
昭

和
44
│
同
63
年
）
な
ど
を
歴
任
。

町
優
良
米
生
産
農
家
（
６
回
）
。

吉
岡　

秀
雄
さ
ん
（
94
）＝
３
区

よ
し
お
か         

ひ
で 

お

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11 Higashikawa  2015  August



くらし
・

ネットワーク

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

人のうごき　6月16日～7月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

▼２輪その他

雪上車
被けん引車

原動機付き
自転車

小型特殊
自動車

軽２輪
２輪の小型
自動車

50cc以下

農耕用
作業用

51～90cc

ミニカー

126～250cc

251cc以上

91～125cc

車 種 区 分
1,000

1,600
4,700
2,400
2,400

1,200

2,500

2,400

4,000

1,600

27年度まで
2,000

2,000
5,900
3,000
3,600

2,000

3,700

3,600

6,000

2,400

28年度以降
（円）

４輪

３輪
営業用
自家用

自家用
営業用

区 分

5,500
3,100

7,200

4,000
3,000

現　行

6,900
3,900

10,800

5,000
3,800

新税率

8,200
4,600

12,900

6,000
4,500

重課税率
（円）

乗
用

貨
物

▼３輪車、４輪車

住
宅
な
ど
の
集
合
住
宅
の
建
物
名
、
部

屋
番
号
等
の
こ
と
で
す
。
記
載
の
対
象

と
な
る
世
帯
で
あ
っ
て
現
在
住
民
票
に

「
方
書
」
の
記
載
が
な
い
世
帯
を
対
象

に
、
町
で
は
後
日
通
知
を
し
ま
す
。
対

象
以
外
の
世
帯
で
新
た
に
「
方
書
」
記

載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
定
住
促
進
課

窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
、
住
民
一

人
ひ
と
り
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

12
桁
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

を
割
り
当
て
、
通
知
カ
ー
ド
を
作
成
し

ま
す
。
カ
ー
ド
は
、
住
民
票
に
登
録
し

て
あ
る
住
所
地
あ
て
に
10
月
か
ら
送
付

開
始
し
ま
す
。

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く

な
っ
た
ら

　

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く

な
る
と
、
年
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く

な
る
た
め
、
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」

（
報
告
書
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

死
亡
届
に
は
、
年
金
証
書
の
ほ
か
、

死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類

（
除
籍
謄
本
、
住
民
票
の
除
票
な
ど
）

を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
が
遅

れ
る
と
年
金
を
受
け
取
り
過
ぎ
る
こ
と

に
な
り
、
後
で
お
返
し
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

公
的
年
金
は
、
「
死
亡
し
た
月
ま
で
」

の
年
金
額
が
支
給
に
な
り
ま
す
。
死
亡

し
た
方
に
支
払
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た

年
金
額
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
年
金

受
給
者
の
死
亡
当
時
生
計
を
同
じ
く
し

だ
さ
い
。
７
月
か
ら
町
の
顧
問
弁
護
士

に
就
任
し
た
森
山
大
樹
弁
護
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
完
全
予
約
制
で
、
１
回

当
た
り
の
相
談
時
間
は
30
分
間
で
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

　

今
年
は
11
月
ま
で
年
内
４
回
の
相
談

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

８
月
26
日
（
水
）
、
９
月
28
日

　

（
月
）
、
10
月
29
日
（
木
）
、
11
月

　

26
日
（
木
）
各
午
後
１
時
か
ら
同
５

　

時
場
所　

森
山
大
樹
法
律
事
務
所
＝
東
町

　

会
館
２
階
（
旧
留
守
家
庭
児
童
会
館
）

　

＝
担
当　

森
山
大
樹
弁
護
士

料
金　

無
料

予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　

企
画
総
務
課

　

総
務
室

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
☎
内
線
１
１

１
、
お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
１
１
２
、

１
１
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
伴
っ
て
住
民
票
に

「
方
書
」表
示

　

10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
（
社
会
保
障
、
税
番
号
制
度
）

の
実
施
に
伴
っ
て
、
「
通
知
カ
ー
ド
」

を
お
手
元
に
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
、

町
で
は
皆
さ
ま
の
住
民
票
住
所
表
記
に

「
方
書
（
か
た
が
き
）
」
を
記
載
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
方
書
」
と
は
、
ア
パ
ー
ト
、
公
営

て
い
た
遺
族
の
方
が
そ
の
分
の
年
金

（
未
支
給
年
金
）
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付
請
求
書
」

に
、
戸
籍
謄
本
と
年
金
を
受
け
て
い
た

方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

未
支
給
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
の

で
き
る
方
は
、
年
金
を
受
け
て
い
た
方

の
死
亡
当
時
、
そ
の
方
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
た
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
で
す
。
未
支
給
年

金
を
受
け
ら
れ
る
優
先
順
位
も
こ
の
通

り
で
す
。

　

請
求
権
者
が
存
在
し
な
い
場
合
、
同

居
人
、
親
戚
、
家
主
ら
が
「
死
亡
届
」

の
み
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

野
良
猫
に
む
や
み
に
餌
を
与
え
て
は

い
け
ま
せ
ん

　

町
内
で
野
良
猫
が
増
え
て
い
ま
す
。

安
易
に
餌
を
与
え
る
行
為
も
目
立
ち
、

苦
情
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
安
易
に
餌

を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
野
良
猫
が

増
え
る
こ
と
で
ふ
ん
の
垂
れ
流
し
な
ど

周
辺
の
衛
生
環
境
も
悪
化
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

雌
猫
は
年
間
５
回
程
度
出
産
が
可
能

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
回
あ
た
り
の

出
産
数
は
４
〜
８
匹
と
多
産
で
す
。
1

匹
の
雌
の
野
良
猫
が
十
分
な
餌
環
境
を

得
る
こ
と
で
、
１
年
後
に
は
少
な
く
と

も
20
〜
40
匹
も
子
猫
が
増
え
て
し
ま
い

査
車⇒

平
成
28
年
度
か
ら
1
万
2
千

9
0
0
円
（
年
額
）

（
イ
）
同
15
年
１
月
〜
同
16
年
３
月
の

新
規
検
査
車⇒

①
同
28
年
度
ま
で
7

千
2
0
0
円
（
同
）
②
同
29
年
度
か
ら

1
万
2
千
9
0
0
円
（
同
）

41
年
度
か
ら
は
一
律
１
万
２
千
９
０
０

円
＝
４
輪
（
乗
用
、
自
家
用
）
＝
に
な

り
ま
す
。

▼
重
課
税
率
例
＝
４
輪
（
乗
用
、
自
家

用
）
の
場
合

（
ア
）
平
成
14
年
12
月
以
前
の
新
規
検

 

税
務
課
か
ら

　

課
税
の
こ
と
は
課
税
室
☎
内
線
１
２

３
、
１
２
４
、
納
付
の
ご
相
談
は
収
納

室
☎
内
線
１
２
１
、
１
２
２

来
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
率
が

変
わ
り
ま
す

　

国
の
税
制
改
正
に
伴
っ
て
28
年
度
か

ら
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

（
別
表
参
照
）
。

　

３
輪
車
、
４
輪
車
は
、
「
今
年
４
月

１
日
以
後
に
最
初
の
新
規
検
査
を
受
け

た
車
両
」
か
ら
新
税
率
が
適
用
に
な
り

ま
す
。
「
最
初
の
新
規
検
査
か
ら
13
年

を
経
過
し
た
車
両
」
に
は
重
課
税
率
が

適
用
に
な
り
ま
す
。

　

重
課
税
率
は
、
新
規
車
検
の
取
得
年

に
よ
っ
て
適
用
対
象
年
度
と
税
額
の
緩

和
措
置
が
あ
り
ま
す
。
平
成
14
年
12
月

以
前
の
新
規
検
査
車
両
は
同
28
年
度
か

ら
１
万
２
千
９
０
０
円
（
年
額
）
に
な

り
、
以
後
１
年
ず
つ
繰
り
下
が
っ
て
同

（
ウ
）
同
16
年
４
月
〜
同
17
年
３
月
の

新
規
検
査
車⇒

①
同
29
年
度
ま
で
7

千
2
0
0
円
（
同
）
②
同
30
年
度
か
ら

1
万
2
千
9
0
0
円
（
同
）

（
エ
）
同
27
年
４
月
以
降
の
新
規
車

検
車
両⇒

①
同
40
年
度
ま
で
1
万

8
0
0
円
（
同
）
②
同
41
年
度
か
ら

1
万
2
千
9
0
0
円
（
同
）

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
２
２
３

技
術
系
町
職
員
の
募
集

　

技
術
系
町
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
応

募
の
方
は
内
容
を
確
認
の
う
え
企
画
総

務
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集　

１
人

職
種　

技
術
系

応
募
資
格　

①
高
等
学
校
卒
業
以
上
、

　

２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
の
資
格
を

　

有
す
る
者

年
齢　

満
30
歳
以
下
（
今
年
10
月
１
日

　

現
在
）

受
付
期
間　

８
月
25
日
（
火
）
（
当
日

　

消
印
有
効
）
ま
で

採
用
年
月
日　

27
年
10
月
１
日

勤
務
条
件　

東
川
町
職
員
の
給
与
に
関

　

す
る
条
例
等
規
定
に
よ
る

試
験
方
法　

面
接
試
験

試
験
日　

９
月
４
日
（
金
）

必
要
な
書
類　

①
履
歴
書
（
本
人
の
顔

　

写
真
添
付
）
②
健
康
診
断
書　

③
最

　

終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
④
資
格
証
の

　

写
し

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

企
画
総

　

務
課
（
所
定
の
様
式
の
用
紙
を
用
意

　

し
て
い
ま
す
）

無
料
法
律
相
談
会
を
開
き
ま
す

　

町
主
催
の
無
料
法
律
相
談
会
を
開
き

ま
す
。

　

土
地
の
相
続
問
題
、
多
重
債
務
問
題

な
ど
法
律
に
よ
る
解
決
が
必
要
な
問
題

に
限
ら
ず
悩
み
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く

　
（前月比－
（前月比±
（前月比－
（前月比＋

　
8,033人
3,735人
4,298人
3,592戸

3人
10人
19人
13人

　
1人）
0人）
1人）
1戸）

人口・世帯数　6月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

夜間納税と相談の日

8月10日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

8月10日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

8月10日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

公共施設サービス課工事、事業委託の入札結果お知らせ  町公共工事の入札結果をお知らせします。

6月16日 ㈱フジ土木設計 3,348,000 指名競争入札西3号道路実施設計等委託業務

〃 東部地区公園整備工事（第3工区） ㈱ほりべ造園 6,598,800 〃

〃 東川町地籍調査委託業務 北土地籍事業協同組合 17,280,000 〃

7月1日 耐震性貯水槽設置工事 ㈱藤田組 26,460,000 〃

〃 阿波団体地区飲料水供給施設整備工事 ㈱山田ポンプ商会 10,584,000 〃

西5号道路改良工事（第2工区） 松井組工建㈱ 49,680,000 〃〃

〃 上岐登牛道路改良工事 花本建設㈱ 47,736,000 〃

林業専用道中の沢線開設事業 ㈱藤田組 23,544,000 〃7月8日

〃 阿波団体道路改良工事（第2工区） 花本建設㈱ 67,608,000 〃

大洋設備㈱〃 キトウシ高原ホテル給水給湯管その他改修工事 14,688,000 〃

〃 芸術文化交流センター大規模改修工事その1 高組・小岩特定建設工事
共同企業体 287,280,000 〃

ヤマサ暖房機器㈱〃 天人峡地区引湯施設整備工事（設備工事） 23,112,000 〃

入札日 設　備　名　等 請負業者
請負価格

（税込み、円）
契約方法等

税務課収納室／役場1階税務課（4番窓口）

　
行政区　
西区
東雲

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
佐々木　章文　　康　若瑩
楠　典尚　　　　梶畑　沙綾

　
父
孝幸
保

　
母
幸恵
さやか

　
行政区
南町３丁目
南町２丁目

お 誕 生
生まれた子
寺﨑　悠真
菊地　樂

てらさき　  ゆうま

  きくち　   うた

　
行政区
東町２丁目
東町３丁目
21区
南町２丁目
17区
29区
14区
18区
29区

　
歳
92歳
89歳
91歳
71歳
95歳
102歳
79歳
92歳
88歳

おくやみ
亡き人
永江　了雄
佐藤　正仲
河野　松枝
熊倉　巧
工藤　利治
金野　よし子
山﨑　正夫
竹内　マサエ
上田　國男

届出人
永江　竜心
佐藤　隆政
河野　満良
熊倉　　子
工藤　京子
金野　良雄
山﨑　絹代
竹内　伸行
上田　サダ

13 12Higashikawa  2015  August Higashikawa  2015  August



行政区
1
2東
2西
3
4南

4北（新栄）
5南
5北
6東
6西
7南
7北
8
9
10
11
12
13南
13北
14
15
16東
16西
17区西
17区
18
東町１
東町２
東町３
西

行政区
西町２
西町３
南町１
南町２
南町３
北町２
北町３
21
22
23
東倉沼
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
東雲

上岐登牛
旭岳
天人峡

合　計

5,000
7,000
5,000
5,100
3,500
17,500
7,000
3,400
5,500
4,500
6,500
5,000
7,500
6,000
10,000
45,000
21,500
5,000
4,000
5,000
12,000
6,000
4,000
29,000
23,000
10,500
33,500
54,000
20,000
45,600

21,000
30,000
40,000
21,000
20,000
29,500
50,000
17,500
22,500
14,000
22,000
10,000
60,000
13,000
11,000
13,500
11,000
13,500
8,000
8,500
25,000
9,500
6,500
5,000
5,000

0

903,600

実績額（円）実績額（円）
（7月10日現在）

日本赤十字社東川分区27年度社費納入状況

日 時 ８月27日㈭＝午後３時～同５時
同月28日㈮＝午後５時～同７時

会 場 保健福祉センター

行政区 17区、18区、東町1丁目、東町2丁目、東町3丁目、26区

その他 この検診は、５年に１度、受診対象になります
希望者は直接保健福祉センターにお越しください（申し込み不要）

対象者 小学３年以上の町民、対象の行政区以外の小学５年以上でこの
検診を受けていない町民（対象者への個別通知はありません）

内 容 採血による血清反応検査、結果は約１カ月後に判明
受診者に精密検査必要の有無をお知らせします

エキノコックス症検診のお知らせ　保健福祉課

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

８
月
支
給
分
か
ら
手
当
が
給
付
差
し
止

め
に
な
り
ま
す
。
既
に
受
給
資
格
が
な

く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
資
格
喪
失
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

対
象
児
童
が
東
川
町
以
外
に
住
ん
で

い
る
場
合
は
、
別
居
監
護
申
立
書
、
在

学
（
在
寮
）
証
明
書
、
別
居
し
て
い
る

児
童
の
住
民
票
が
必
要
で
す
。

　

今
年
１
月
１
日
現
在
で
東
川
町
に
住

所
の
な
い
方
は
、
同
日
現
在
の
住
所
地

で
27
年
度
所
得
証
明
書
（
平
成
26
年
分
）

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
同
居
人

な
ど
生
計
を
一
に
し
て
い
る
者
が
東
川

町
以
外
に
住
民
票
を
置
い
て
い
る
場
合

も
必
要
）
。

受
付
期
間　

８
月
11
日
（
火
）
〜
同
月

　

31
日
（
月
）
＝
８
月
17
日
（
月
）
〜

　

19
日
（
水
）
は
午
後
７
時
ま
で
窓
口

　

時
間
を
延
長
＝

場
所　

社
会
福
祉
室
（
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
内
）

持
ち
物　

送
付
さ
れ
た
書
類
、
印
鑑
、

　

手
当
証
書
（
証
書
は
受
給
中
の
方
の

　

み
）

生
活
支
援
の
商
品
券
受
給
申
請
受
け

付
け
中

　

住
民
税
非
課
税
等
世
帯
と
多
子
世
帯

を
対
象
に
し
て
、
生
活
支
援
に
商
品
券

を
差
し
上
げ
る
た
め
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
中
で
す
。
申
請
期
限
は
10
月
15

日
ま
で
で
す
。

対
象
世
帯　

（
１
）
本
年
度
住
民
税
非

　

課
税
世
帯
で
あ
っ
て
①
65
歳
以
上
の

　

方
の
み
の
世
帯
②
障
害
者
と
同
居
す

　

る
世
帯
（
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
身
体

　

障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

　

祉
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の
者
）
③

　

18
歳
以
下
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
ひ

　

と
り
親
世
帯
④
生
活
保
護
世
帯
。
ま

　

た
は
⑤
町
福
祉
給
付
金
支
給
条
例
に

　

基
づ
く
福
祉
給
付
金
受
給
世
帯
（
福

　

祉
施
設
等
の
入
所
者
、
長
期
間
入
院

　

者
以
外
）
（
２
）
18
歳
に
到
達
後
最

　

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
子
を
３
人
以

　

上
扶
養
し
て
い
る
世
帯
（
７
月
１
日

　

現
在
）

給
付
額　

（
１
）
１
世
帯
に
つ
き
５
千

　

円
分
（
２
）
子
ど
も
１
人
に
つ
き
５

　

千
円
分
の
商
品
券

必
要
な
も
の　

申
請
書
、
印
鑑

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申
請

を
受
け
付
け
中

対
象　

今
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
支

　

給
を
受
け
る
方
（
児
童
手
当
現
況
届

　

の
審
査
の
結
果
特
例
給
付
に
な
っ
た

　

方
は
対
象
外
）

給
付
額　

児
童
手
当
の
対
象
児
童
１
人

　

に
つ
き
３
千
円 

受
付
期
間　

６
月
１
日
（
月
）
か
ら
９

　

月
１
日
（
火
）
ま
で
（
対
象
者
と
な

　

る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
５
月
28
日

　

（
木
）
付
け
で
児
童
手
当
現
況
届
に

　

同
封
し
て
申
請
案
内
を
発
送
済
み
。

　

町
道
北
６
線
道
路
の
倉
沼
川
に
架
か

る
万
年
橋
（
西
11
号
北
37
番
地
先
）
は
、

７
月
24
日
か
ら
当
面
の
間
通
行
重
量
規

制
を
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
度
実
施
し
た
橋
り
ょ
う
詳
細
調

査
の
結
果
、
構
造
強
度
の
低
下
が
判
明

し
ま
し
た
。
通
行
可
能
な
車
両
最
大
重

量
は
８
ト
ン
ま
で
で
す
（
普
通
免
許
で

運
転
で
き
る
車
両
最
大
重
量
）
。

町
内
の
住
宅
建
築
に
は
町
の
補
助
制

度
が
あ
り
ま
す

　

町
内
で
住
宅
を
建
築
す
る
場
合
な
ど

に
費
用
の
負
担
軽
減
に
役
立
て
て
も
ら

う
た
め
、
町
で
は
費
用
の
一
部
を
支
援

す
る
こ
と
が
で
き
る
７
種
の
補
助
制
度

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

①
景
観
住
宅
建
設
＝
木
造
カ
ー
ポ
ー

ト
や
木
製
家
具
の
購
入
費
補
助
（
町
内

業
者
で
施
工
す
る
こ
と
）
②
２
世
帯
居

住
推
進
＝
親
子
そ
ろ
っ
て
町
内
に
住
む

場
合
、
住
宅
の
建
築
費
用
を
補
助
③
き

た
住
ま
い
る
建
設
推
進
＝
北
方
型
住
宅

の
建
築
費
補
助
④
住
宅
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
⑤
薪
ス
ト
ー
ブ
等
設
置
⑥

既
存
住
宅
耐
震
改
修
⑦
高
齢
者
世
帯
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
（
介
護
保
険
制
度

の
住
宅
改
修
費
支
給
制
度
と
併
用
可
、

同
一
施
工
箇
所
は
不
可
）
。

　

い
ず
れ
も
該
当
工
事
に
か
か
る
費
用

の
最
大
２
分
の
１
ま
で
を
補
助
し
ま
す

（
そ
れ
ぞ
れ
上
限
額
あ
り
、
④
は
発
電

量
に
応
じ
て
定
額
）
。

ま
す
。

　

「
か
わ
い
い
ん
だ
か
ら
い
い
で
し
ょ
」

「
お
な
か
を
す
か
せ
て
か
わ
い
そ
う
」

「
自
分
は
餌
を
与
え
て
い
る
だ
け
で
飼

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
な
ど
と
い

う
同
情
や
身
勝
手
な
言
い
逃
れ
は
無
責

任
で
す
。
餌
を
与
え
る
な
ら
、
責
任
と

愛
情
を
持
っ
て
飼
育
し
、
生
ま
れ
来
る

子
猫
を
含
め
て
命
を
と
も
に
し
、
最
後

ま
で
飼
い
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

路
上
猫
に
対
し
て
安
易
な
餌
や
り
は

絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。
他
人
の
土
地

を
餌
場
に
し
な
い
よ
う
に
し
、
万
一
他

人
の
土
地
を
餌
場
と
し
て
使
用
す
る
場

合
は
、
隣
近
所
と
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
周
辺

は
い
つ
も
清
潔
を
保
ち
、
置
き
餌
は
止

め
ま
し
ょ
う
。

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
２
４
２
、

２
４
３

北
６
線
道
路
・
万
年
橋
は
通
行
重
量

を
規
制
し
ま
す

 

生
涯
学
習
推
進
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
☎
82
│
４
６
０
０

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
下
半
期
施
設

利
用
説
明
会

　

本
年
度
下
半
期
の
施
設
利
用
者
説
明

会
を
開
き
ま
す
。
利
用
予
定
の
方
（
個

人
、
団
体
関
係
者
）
は
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。
利
用
計
画
の
提
出
締
め
切
り
は

８
月
11
日
（
火
）
で
す
。

日
時　

８
月
21
日
（
金
）
午
後
６
時

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

ル
ー
ム

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
１
〜

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
、特
別
児
童

扶
養
手
当
所
得
状
況
届
を
提
出

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
受

給
者
の
前
年
の
所
得
及
び
養
育
状
況
等

を
確
認
す
る
た
め
現
況
届
、
所
得
状
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

受
給
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
８
月
10
日

付
け
郵
便
物
で
案
内
書
を
発
送
予
定
で

す
。
受
付
期
間
内
に
届
け
出
を
願
い
ま

す
。
期
日
ま
で
に
提
出
が
な
い
場
合
、

び
か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
血
液
事
業
、
災

害
時
の
医
療
救
護
活
動
、
救
援
物
資
、

災
害
義
援
金
の
給
付
事
業
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
詐
欺
！「
給
付
金
が
出
て
い

る
の
で
手
数
料
が
必
要
」

　

公
的
な
給
付
金
を
も
ら
う
た
め
に
手

数
料
が
必
要
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
「
給
付
金
が
出
て
い
ま
す
。
手

数
料
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
電

話
が
来
た
ら
、
そ
れ
は
振
り
込
め
詐
欺
。

す
ぐ
に
警
察
に
電
話
し
ま
し
ょ
う
。
相

談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
は
☎
「
♯
９
１
１
０
」

　

給
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、

　

指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
）

▼
公
務
員
の
方
の
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
の
申
請

　

所
属
庁
か
ら
申
請
書
等
を
配
布
し
ま

す
。
配
布
の
申
請
書
等
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
期
間
は
９
月
１
日
（
火
）

ま
で
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
所
属
庁

に
。

赤
十
字
活
動
の
資
金
に
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

日
本
赤
十
字
社
東
川
町
分
区
（
事
務

局
・
役
場
保
健
福
祉
課
）
の
活
動
に
日

ご
ろ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
町
内
行
政
区
を
通
じ
て

皆
さ
ま
に
日
赤
社
費
の
納
入
協
力
を
呼

で
す
。

　

町
の
職
員
が
銀
行
振
り
込
み
、
メ
ー

ル
便
で
手
数
料
を
求
め
る
こ
と
な
ど
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
現
金

自
動
支
払
い
機
）
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
、
他
人

か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す

　

女
性
の
約
10
人
に
一
人
が
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
に
悩
み
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
女

性
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
に
関
す

る
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
早
め
の
相

談
が
問
題
解
決
へ
の
第
一
歩
。
ま
ず
は

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
は
ひ
と
り
で
は
解
決
で
き
ま

せ
ん
。
職
場
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
の
被
害
な
ど
、

内
容
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
相
談
窓
口

が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
（
近
く
の
相
談

窓
口
の
案
内
）
は
☎
０
５
７
０
│
０
│

５
５
２
１
０
、
役
場
保
健
福
祉

課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

は
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
82
│
５
１
０
０

子
育
て
講
演
会

　

楽
し
く
子
育
て
す
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
に
ど
う
ぞ
。
子
ど
も
の

発
達
や
成
長
を
理
解
し
子
育
て

す
る
方
法
を
お
話
し
し
ま
す
。

日
時　

８
月
28
日
（
金
）
午
前

　

10
時
〜
同
11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」

定
員　

な
し
（
要
予
約
）

内
容　

「
子
ど
も
の
心
の
発
達

　

と
関
わ
り
」

対
象　

家
庭
の
親
子
ど
な
た
で

　

も
講
師　

鉄
道
弘
済
会
旭
川
保
育

所
元
園　

長
、
中
山
美
知
子
さ
ん
（
旭

川
）

親
子
バ
ス
遠
足
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う

　

リ
ュ
ッ
ク
に
お
弁
当
と
水
筒
を
持
っ

て
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

公
園
に
は
大
型
遊
具
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
よ
。

日
時　

８
月
21
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

永
山
中
央
公
園
（
雨
天
時
は
木

15 14Higashikawa  2015  August Higashikawa  2015  August



2015 空の日/旭川空港まつり2015 空の日/旭川空港まつり2015 空の日/旭川空港まつり2015 空の日/旭川空港まつり

行事（悪天候、緊急事態で一部変更、中止する場合があります）

　 ▼管制塔、管制技術、気象業務の施設見学（小学４年生以上、各回10人）

　 ▼ＪＡＬ（日本航空）なりきり整備士体験（小学４年～高校生、各回３人）

　 ▼ＪＡＬ航空機見学＆写真撮影会（各回10人＝家族参加可）

　 ▼ＡＮＡ（全日本空輸）航空機の整備士説明と写真撮影（同、同）

　 ▼空港消防車の放水実演、体験乗車（小、中学生、各回２人）

　 ▼ＡＮＡ新制服で写真撮影（身長130㎝以下の小・中学生50人、希望時間明記）

　 ▼間近で飛行場を見学するバスツアー（小学生以上、各回22人）
　 ▼ＡＤＯ（エア・ドゥ）航空機の整備士説明と写真撮影（小学４年～高校生、10人）

　 ▼ＡＮＡ航空機地上業務シミュレーション体験（小、中学生、20人）

お申し込み
　８月31日（月）まで（必着）。往復はがきにイベント名、住所、氏名、年齢、職業、連絡先電話を明記。希望イベントごとに
はがき1枚（１応募１人ずつ）。

旭川空港「空の日」実行委員会
（国土交通省旭川空港出張所内☎83－2541、〒071-1562、東神楽町東２線15号96）

9月13日㈰ 駐車場無料（当日）
…①前９時②前10時③前11時
…①前９時②後12時
…①前９時②後12時
…前10時30分
…前11時～正午（３回）
…前11時～後12時30分
…①正午②後１時
…後12時30分
…後１時

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

例
会
の
席
上
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

石
川
さ
ん
は
終
戦
後
１
９
４
７
（
昭

和
22
）
年
の
第
１
回
の
東
川
村
議
会
議

長
、
同
年
か
ら
１
９
８
５
（
昭
和
60
）

年
ま
で
38
年
間
東
川
町
水
防
組
合
長
、

１
９
５
１
（
同
26
）
年
８
月
に
創
立
し

た
東
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
１

９
５
３
（
同
28
）
年
か
ら
１
９
７
６

（
同
51
）
年
ま
で
23
年
間
会
長
を
務
め

ま
し
た
。
そ
の
後
14
年
間
同
協
議
会
理

事
を
務
め
、
38
年
間
町
の
福
祉
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
重
ね
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
在
職
中
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
羽
衣
園
建
設
実
現
に
力
を
尽
く

し
、
今
年
5
月
町
内
の
教
育
環
境
充
実

の
た
め
に
高
額
寄
付
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
、
勲
５
等

瑞
宝
章
、
同
年
厚
生
大
臣
表
彰
（
社
会

福
祉
功
労
者
）
、
１
９
９
４
（
平
成
６
）

年
、
町
開
基
１
０
０
年
記
念
社
会
功
労

表
彰
（
同
）
、
町
永
年
功
労
表
彰
（
今

年
５
月
）
な
ど
。

　

路
歩
来
）

定
員　

20
組
程
度
（
８
月
１
日
か
ら
先

　

着
順
）

対
象　

家
庭
の
親
子
ど
な
た
で
も
（
午

　

前
９
時
45
分
集
合
）

持
ち
物　

着
替
え
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
帽

　

子
、
お
弁
当
、
敷
物
、
飲
み
物

子
育
て
講
座
、ミ
ニ
バ
レ
ー

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
体
を
動
か

し
て
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

８
月
27
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象　

家
庭
の
親
子
ど
な
た
で
も

定
員　

な
し
（
要
予
約
、
お
母
さ
ん
同

　

士
で
託
児
）

内
容　

ミ
ニ
バ
レ
ー

持
ち
物　

上
靴
（
親
子
と
も
）
、
飲
み

　

物
、
タ
オ
ル

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

石
川
、京
極
、浜
辺
氏
ら
７
人
に
特
別

功
労
、自
治
功
労
表
彰

　

町
の
発
展
に
貢
献
し
た
石
川
正
義
さ

ん
（
１
０
０
）
、
京
極
宏
さ
ん
（
91
）
、

浜
辺
啓
さ
ん
（
70
）
の
３
人
に
東
川
町

特
別
功
労
、
米
田
保
さ
ん
（
73
）
、
宮

﨑
正
志
さ
ん
（
67
）
、
溝
口
復
二
さ
ん

（
63
）
、
石
澤
清
宏
さ
ん
（
75
）
の
４

人
を
自
治
功
労
で
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
し
ま

し
た
。
６
月
24
日
、
町
議
会
第
２
回
定

　

京
極
さ
ん
は
、
戦
後
の
１
９
４
６

（
昭
和
21
）
年
に
町
内
で
開
業
。
医
師

と
し
て
42
年
間
学
校
医
を
務
め
児
童
、

生
徒
の
保
健
と
健
康
に
寄
与
し
て
き
ま

し
た
。

　

１
９
５
９
（
同
34
）
年
、
国
民
健

康
保
険
制
度
の
創
設
時
か
ら
45
年
間
町

運
営
協
議
会
委
員
を
務
め
、
地
域
医
療

に
貢
献
し
ま
し
た
。
１
９
９
８
（
平
成

10
）
年
か
ら
５
年
間
、
老
人
保
健
施
設

ひ
だ
ま
り
の
里
施
設
長
、
１
９
９
７

（
同
９
）
年
か
ら
５
年
旭
川
福
祉
事

業
会
理
事
、
１
９
９
２
（
同
４
）
年
か

ら
22
年
間
旭
川
福
祉
専
門
学
校
非
常
勤

講
師
。
国
民
健
康
保
険
事
業
功
労
厚
生

大
臣
表
彰
（
平
成
２
年
）
、
学
校
医
制

度
95
周
年
記
念
文
部
大
臣
功
労
（
同
４

年
）
、
開
基
１
０
０
年
記
念
社
会
福
祉

功
労
者
東
川
町
長
表
彰
（
同
６
年
）
な

ど
。

　

浜
辺
さ
ん
は
、
１
９
８
３
（
昭
和

58
）
年
か
ら
８
期
32
年
間
東
川
町
議
会

議
員
を
務
め
、
そ
の
間
２
０
０
３
（
平

振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。
宮
﨑
さ
ん
は

同
委
員
会
会
長
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し

た
。
石
澤
さ
ん
は
２
０
０
１
（
同
13
）

年
か
ら
13
年
８
カ
月
間
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

エ
ノ
産
業
が
今
年
も
寄
付

　

６
月
29
日
、
エ
ノ
産
業
㈱
（
大
隅
卓

郎
社
長
）
か
ら
今
年
も
多
額
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
隅
卓
也
会
長
、
大
隅
千
晶
取
締
役

ら
が
来
庁
し
、
松
岡
市
郎
町
長
が
寄
付

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
で
は
一
般

寄
付
と
し
て
外
国
人
の
日
本
語
研
修
事

業
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
川
小
学
校
、省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
で
感

謝
状
受
け
る

　

東
川
小
学
校
の
新
校
舎
に
導
入
し
た

省
エ
ネ
型
の
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
が
（
一

財
）
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
セ
ン
タ
ー

（
東
京
、
小
宮
山
宏
理
事
長
）
か
ら
省

成
15
）
年
か
ら
４
年
間
町
議
会
副
議
長
、

２
０
０
７
（
同
19
）
年
か
ら
２
期
８
年

間
同
議
会
議
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

産
業
の
活
性
化
、
観
光
振
興
の
基
盤

づ
く
り
に
尽
力
し
、
産
業
の
活
性
化
と

交
流
人
口
の
拡
大
の
た
め
に
指
導
力
を

発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
の
業
務
省
力
化
、
効
率
化

を
図
る
た
め
美
瑛
、
東
川
、
東
神
楽
３

町
で
設
立
し
た
大
雪
地
区
広
域
連
合
の

立
ち
上
げ
、
今
年
３
月
ま
で
９
年
間
同

連
合
議
会
議
長
を
し
て
運
営
の
安
定
に

尽
く
し
ま
し
た
。
（
一
社
）
ひ
が
し
か

わ
観
光
協
会
代
表
理
事
、
東
川
町
商
工

会
長
。

　

自
治
功
労
表
彰
の
米
田
さ
ん
は
、
２

０
０
３
（
平
成
15
）
年
か
ら
３
期
12
年

間
町
議
会
議
員
。
そ
の
間
議
会
副
議
長

と
し
て
議
長
を
補
佐
し
重
責
を
果
た
し

た
な
ど
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
﨑
さ
ん
、
溝
口
さ
ん
は
、
２
０
０

２
（
同
14
）
年
か
ら
３
期
12
年
間
町
農

業
委
員
会
委
員
を
務
め
、
町
内
の
農
業

エ
ネ
型
施
設
と
し
て
認
定
を
受
け
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
、
林
光
明
同
財
団
専
務
理

事
が
来
町
し
、
合
田
博
副
町
長
が
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

東
小
に
採
用
し
た
熱
供
給
シ
ス
テ
ム

は
、
二
重
床
を
利
用
し
て
い
る
床
下
空

調
方
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
。
夏
季
は
地
下

を
経
由
し
て
い
る
ト
レ
ン
チ
管
（
パ
イ

プ
管
）
を
通
し
て
校
舎
内
に
外
気
を
吸

い
込
ん
で
涼
風
を
供
給
し
ま
す
。
冬
季

は
ト
レ
ン
チ
管
で
外
気
温
に
地
中
熱
を

取
り
込
ん
で
温
め
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
暖

房
を
行
い
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
し

ま
し
た
。

　

暖
房
用
の
熱
は
、
校
舎
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
躯
（
く
）
体
に
一
度
蓄
熱
し
て

放
射
し
、
穏
や
か
な
空
調
環
境
を
作
っ

て
年
間
を
通
し
て
快
適
な
空
間
を
実
現

し
ま
し
た
。
氷
蓄
熱
式
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ

ア
コ
ン
（
エ
コ
・
ア
イ
ス
ミ
ニ
）
も
一

部
導
入
し
、
冷
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
負
荷

を
平
準
化
し
て
い
ま
す
。

　

自
校
方
式
の
給
食
調
理
に
採
用
し
た

電
化
厨
房
で
、
衛
生
管
理
と
安
全
な
学

校
給
食
調
理
を
実
現
。
給
湯
に
は
ガ
ス

貯
湯
蓄
熱
方
式
の
電
気
給
湯
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
体
育
館
屋
上
に
設
置

し
た
太
陽
光
発
電
設
備
（
50
㌔
㍗
時
）

で
昼
間
電
力
の
消
費
も
低
減
し
て
い
ま

す
。
外
断
熱
工
法
、
パ
ッ
シ
ブ
換
気
、

自
然
採
光
の
採
用
と
併
せ
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
総
合
的
に
削
減
し
て
い

ま
す
。

　

８
月
中
旬
ご
ろ
、
改
め
て
同
財
団
の

視
察
団
が
来
町
す
る
予
定
で
す
。

得
意
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
庭
木
の
せ
ん

定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

６
月
19
日
、
東
川
町
盆
栽
愛
石
会

（
室
田
栄
会
長
、
24
人
）
の
会
員
が
羽

衣
公
園
の
樹
木
せ
ん
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
公
共
施
設
の
樹
木
せ
ん
定
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
毎
年
続
け
て
い
ま
す
。
今

年
は
羽
衣
公
園
か
ら
作
業
を
始
め
ま
し

た
。
21
人
が
参
加
し
、
手
分
け
し
て
公

園
内
の
春
の
樹
木
せ
ん
定
を
行
い
ま
し

た
。

　

郷
土
館
、
東
川
中
学
校
で
も
樹
木
せ

ん
定
作
業
を
進
め
、
伸
び
た
枝
芽
も

す
っ
き
り
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
で
内
閣
総

理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
届
く

　

７
月
１
日
、
旭
川
地
区
保
護
司
会
の

中
智
東
川
支
部
長
ら
が
役
場
に
来
庁
し
、

第
65
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
呼

応
し
て
出
さ
れ
た
安
倍
晋
三
内
閣
総
理

大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
松
岡
市
郎
町
長
に

伝
達
し
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
社
会
、
過
去
に
犯
罪
を

犯
し
た
人
、
非
行
の
あ
る
少
年
の
更
生

に
対
し
て
理
解
を
深
め
、
安
全
で
安
心

な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
取
り
組
み

で
す
。
法
務
省
な
ど
が
主
催
し
て
毎
年

７
月
の
１
カ
月
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

石川正義さん（二男、享さん代理受領）

京極宏さん

浜辺啓前町議会議長
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社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

６
月
16
日
か
ら
７
月
15
日
ま
で

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

17
区　
　
　
　
　

中
島　

光
子
様

東
町
３　
　
　
　

佐
藤　

隆
政
様

南
町
２　
　
　
　

熊
倉　
　

子
様

26
区　
　
　
　
　

浅
沼　

博
史
様

29
区　
　
　
　
　

上
田　

サ
ダ
様

「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
悩
み
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
随
時
お
受
け
し
ま
す
。
事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
☎

82
―
７
５
０
５
）

　

今
月
の
相
談
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

松   

林   

加 

代 

子

【サッカー】

◆北海道クラブユースサッ
カー選手権大会兼同選手権
全国大会予選会（７月４日・
夕張平和運動公園）（同選手
権インターシティーカップ
EAST出場決定戦へ）
▼準々決勝
コンサ旭川　１－３　SSS
（札幌）
◆北海道クラブユースサッ
カー選手権インターシティー
カップEAST出場決定戦（７月
11日・札幌市東雁来公園西サ
ッカー場）
コンサ旭川 ０－０ FC 
DENOVA（札幌）
（PK戦）８－７
同選手権インターシティーカ

ップ東日本大会に出場決定
（８月４－６日・茨城県）

【ミニバスケットボール】　
◆美瑛町教育長杯ミニバスケ
ットボール美瑛交歓大会７月
12日・美瑛町スポーツセン
ター）
▼３位決定戦
東川ミニバスケットボール少
年団　32‐26　上富良野

【マラソン】

◆第31回たかすジョギング
フェスティバル（６月28日・鷹
栖町総合スポーツ公園町民
球場）
▼小学４年男子（３㌔㍍）　
②石原徳（東川ＸＣ、以下同）
⑤竹原湊⑥三上竜尚
▼同女子（同）　⑥奥住杏

各種大会成績

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

　

（
月
）

時
間　

午
前
８
時
半
〜
午
後
３
時

場
所　

忠
別
ダ
ム
管
理
支
所
流
木
置
き

　

場
（
道
道
天
人
峡
美
瑛
線
第
７
駐
車

　

帯
か
ら
上
流
に
約
１
㌔
㍍
）

お
問
い
合
わ
せ　

ダ
ム
管
理
支
所
☎
82

　

│
５
３
９
１

「
東
松
照
明
写
真
の
作
り
方
」講
座
初

開
催

（
一
社
）
フ
ォ
ト
ネ
シ
ア
沖
縄

　

写
真
家
、
故
当
松
照
明
氏
（
２
０

１
２
年
、
82
歳
で
逝
去
）
の
写
真
レ

タ
ッ
チ
技
術
を
学
ぶ
２
日
間
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
ま
す
。

　

（
一
社
）
フ
ォ
ト
ネ
シ
ア
沖
縄
（
那

覇
市
）
の
主
催
。
国
際
写
真
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
期
間
中
、
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ

関
連
事
業
と
し
て
初
め
て
の
開
催
で
す
。

講
師
は
、
夫
婦
で
あ
り
、
と
も
に
写
真

作
品
を
制
作
し
て
き
た
東
松
泰
子
氏
。

デ
ジ
タ
ル
写
真
デ
ー
タ
を
写
真
作
品
と

し
て
仕
上
げ
る
ま
で
の
細
か
な
レ
タ
ッ

チ
技
術
を
学
び
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
写
真

加
工
用
の
市
販
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
を
使
用
し
ま
す
。

　

沖
縄
か
ら
同
団
体
ス
タ
ッ
フ
３
人
が

来
町
し
て
直
接
講
習
し
ま
す
。
最
初
は

２
Ｌ
判
で
プ
リ
ン
ト
し
、
次
は
Ａ
４
判
、

さ
ら
に
Ａ
３
ノ
ビ
判
ま
で
レ
タ
ッ
チ
を

繰
り
返
し
て
作
品
に
仕
上
げ
ま
す
。
制

作
過
程
で
写
真
を
見
極
め
る
目
を
鍛
え

る
講
座
で
す
。

日
時　

８
月
８
日
（
土
）
、
同
月
９
日

忠
別
ダ
ム
の
流
木
を
お
譲
り
し
ま
す

旭
川
開
発
建
設
部
旭
川
河
川
事
務
所

忠
別
ダ
ム
管
理
支
所

　

忠
別
ダ
ム
に
流
込
し
た
流
木
を
無
料

で
お
譲
り
し
ま
す
。

　

配
布
は
個
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

受
け
付
け
後
、
利
用
目
的
な
ど
を
回
答

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
い
た
だ
き
ま

す
。
流
木
は
不
揃
い
で
す
。
切
断
が
必

要
な
場
合
は
切
断
用
道
具
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

混
雑
す
る
場
合
は
先
着
順
に
お
待
ち

く
だ
さ
い
。
大
型
車
両
（
２
ト
ン
超
）

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
事
故
や
け
が
は

責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

期
間　

９
月
４
日
（
金
）
〜
同
月
14
日

　

（
日
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま

　

で
（
２
日
目
は
午
後
４
時
半
ま
で
）

場
所　

町
役
場
１
階
会
議
室

定
員　

10
人
程
度

締
め
切
り　

定
員
に
な
り
次
第

参
加
費　

２
万
円
（
東
川
町
民
は
半
額
、

　

消
費
税
・
材
料
費
込
み
）

持
参
す
る
も
の　

写
真
デ
ー
タ
20
点

（
可
能
で
あ
れ
ば
Ｒ
Ａ
Ｗ
を
Ｔ
Ｉ
Ｆ

Ｆ
変
換
し
た
も
の
）
、
デ
ー
タ
の
プ

リ
ン
ト
（
Ｌ
〜
２
Ｌ
版
）
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
ー
、
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

電
話
ま

た
は
ｅ
メ
ー
ル
で
フ
ォ
ト
ネ
シ
ア
沖

縄
☎
０
８
０
│
９
１
０
８
│
３
９

６
６
（
平
日
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

で
）
、
ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

info@photonesiaokinawa.org

要
警
戒
！ 

「
手
数
料
払
え
ば
融
資
し

ま
す
」は
融
資
詐
欺

警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
「
無
審
査
即
日
融
資
」
と
広
告
し
、

そ
の
後
融
資
前
に
現
金
を
振
り
込
ま
せ

る
融
資
保
証
金
詐
欺
の
被
害
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

「
事
務
手
数
料
だ
け
で
融
資
し
ま
す
」

「
融
資
す
る
た
め
に
保
証
会
社
に
保
証

金
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
」
「
契
約

担
保
金
が
必
要
」
な
ど
と
現
金
の
振
り

込
み
、
支
払
い
を
要
求
し
て
き
た
ら
、

そ
れ
は
お
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
で
す
。

　

●
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
「
無
審
査
融

を
持
ち
か
け
ら
れ
た
」
な
ど
と
い
う
苦

情
、
相
談
が
各
地
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー

で
増
え
て
い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
入
場
券
、
チ

ケ
ッ
ト
は
ま
だ
発
売
し
て
い
ま
せ
ん
。

う
ま
い
話
に
は
決
し
て
乗
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
お

近
く
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
、
警
察
☎
♯

９
１
１
０
に
連
絡
。

資
」
な
ど
の
連
絡
が
来
た
ら
要
注
意
！

●
融
資
前
に
「
保
証
金
」
「
事
務
手
数

料
」
で
現
金
振
り
込
み
を
要
求
し
て
き

た
ら
詐
欺
！
●
個
人
口
座
に
お
金
の
振

り
込
み
指
示
が
出
た
ら
詐
欺
！　

す
ぐ

に
お
近
く
の
警
察
☎
♯
９
１
１
０

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
入
場
券
が
手
に
入

る
」は
要
警
戒
！

警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

　

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
良
い
席
が
手
に

入
る
」
「
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
入
場
券

を
も
ら
え
る
』
と
投
資
、
株
売
買
の
話

定住促進課公営住宅、特定公共賃貸住宅の入居者募集

そ の 他

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
お問い合わせ

／入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には
　入居することはできません。
／公営住宅等入居者選考委員会を開いて入居者を決定します。
／8月末日（期限までに入居することが要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（２人の保証人がいない場合は入居取り消し）
／定住促進課住まい室　☎８２─２１１１（内線115、116）

●公営住宅
募集団地 場　所 戸数、家賃 建築年、構造、設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

１．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
  ※ただし次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下になります。
　・1956（昭和31）年４月１日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれも同日以前生まれまたは18歳未満の方がいる場合
　・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
　・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
　・精神障がい等級１級から２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
　・ハンセン病療養者の方などがいる場合

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居する親族が原則4人以上いる方
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方（詳細は問い合わせ）

●特定公共賃貸住宅
募集団地 場　所 戸数、家賃 建築年、構造、設備等 そ　の　他

受付期間 8月3日㈪～同月14日㈮
定住促進課住まい室
２戸
１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（昨年１月１日現在で町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ、本籍地表示は不要）
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は、定住促進課住まい室に用意してあります。
※３、４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

②

・給湯温水ボイラー付き
・調理器（LPガス）、暖房機（灯油FF）は各
　自用意
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、除
　雪費用は別途必要。

・平成10年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・灯油、プロパン
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・1戸（2階）
・52,200円～
　　99,000円

南町1丁目7番南団地B2
3LDK（80.9㎡）

①
・1戸（1階）
・17,700円～
　　58,200円

南町1丁目7番南団地B2
1LDK（51.4㎡）

・給湯温水ボイラー付き
・調理器（ＬＰガス）、暖房機（灯油ＦＦ）は
　各自用意
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、除
　雪費用は別途。

・平成10年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・灯油、プロパン
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません
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さ
ぁ　

夏
休
み
だ
ぁ

　

子
ど
も
の
こ
ろ
の
思
い
出
で

今
も
映
像
で
鮮
明
に
思
い
描
け

る
の
は
、
親
父
と
一
緒
に
遊
ん

だ
夏
休
み
の
出
来
事
だ
。

　

僕
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
模
型

飛
行
機
を
飛
ば
す
こ
と
が
は

や
っ
て
い
た
。
ろ
う
そ
く
で
細

い
竹
ぐ
し
を
あ
ぶ
っ
て
曲
げ
、

数
本
の
リ
ム
を
渡
し
て
翼
の
骨

格
を
作
り
、
紙
を
張
っ
て
霧
吹

き
を
か
け
て
翌
日
ま
で
待
つ
。

す
る
と
し
わ
一
つ
な
い
み
ご
と

な
翼
が
完
成
す
る
。
細
い
棒
の

先
に
プ
ロ
ペ
ラ
を
取
り
付
け
、

後
方
に
は
竹
ぐ
し
と
紙
で
尾
翼

と
垂
直
尾
翼
を
作
り
、
前
後
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
翼
を

棒
に
固
定
す
る
。
棒
の
下
の
ゴ

ム
が
原
動
力
で
プ
ロ
ペ
ラ
が
回

転
し
て
、
１
分
間
く
ら
い
は
空

を
飛
ぶ
。

　

作
り
方
、
飛
ば
し
方
は
、
す

べ
て
親
父
が
教
え
て
く
れ
た
。

夏
休
み
は
、
夜
遅
く
ま
で
夢
中

に
な
っ
て
作
っ
て
も
よ
か
っ
た
。

早
く
飛
ば
し
た
い
僕
は
、
つ
い

工
程
を
急
い
で
１
日
間
で
作
り

上
げ
、
失
敗
し
て
し
ま
う
こ
と

が
多
か
っ
た
。
あ
の
短
気
で
恐

ろ
し
い
親
父
が
、
飛
行
機
を
作

る
時
だ
け
は
別
人
の
よ
う
に
穏

や
か
で
、
優
し
く
時
間
を
か
け

て
作
り
上
げ
た
。
親
父
の
飛
行

機
が
完
成
す
る
と
、
「
正
夫
、

明
日
の
朝
飛
ば
す
ぞ
。
早
く
起

き
な
さ
い
」
と
誘
っ
て
く
れ
た
。

　

ま
だ
車
の
走
っ
て
い
な
い
道

路
で
、
親
父
と
二
人
で

２
機
の
飛
行
機
を

飛
ば
し
て
遊
ん

だ
。
親
父
の

作
っ
た
飛
行

機
は
僕
の
よ

り
も
高
く
舞

い
上
が
り
、

時
間
を
か
け
て

ゆ
っ
く
り
と
降
り

て
き
た
。
友
だ
ち
に
は

親
父
の
飛
行
機
を
自
分
が
作
っ

た
と
自
慢
し
た
。

　

夏
休
み
に
な
る
と
、
本
州
へ

出
張
帰
り
の
親
父
の
お
土
産
が

楽
し
み
だ
っ
た
。
「
は
い
、
正

夫
の
お
土
産
」
と
言
っ
て
、
針

金
で
取
手
を
付
け
た
粉
ミ
ル
ク

の
缶
を
手
渡
し
て
く
れ
た
。
中

に
は
、
北
海
道
に
は
い
な
い
カ

ブ
ト
ム
シ
や
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が

た
く
さ
ん
入
っ
て
い
た
。

　

カ
ブ
ト
ム
シ
は
登
校
日
に
学

校
へ
持
っ
て
い
き
、
見
せ
び
ら

か
し
て
い
た
。
死
ん
だ
ら
展
足

標
本
に
し
て
僕
の
宝
物
に
な
っ

た
。
ホ
タ
ル
は
部
屋
に
蚊
帳
を

つ
っ
て
そ
の
中
に
放
し
た
。
夜

に
な
る
と
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん

や
っ
て
き
た
。
蚊
帳
の
中
に

入
っ
て
ホ
タ
ル
の
群
舞
を
遅
く

ま
で
見
て
い
た
。
今
、

思
い
出
し
て
も

至
福
の
ひ
と

と
き
だ
っ
た
。

　

小
学
校

５
年
生
の

夏
休
み
、

親
父
は
僕
を

一
人
で
佐
渡

へ
行
か
せ
て
く

れ
た
。
佐
渡
で
は
虫
取

り
や
魚
釣
り
だ
け
を
し
て
遊
ん

だ
。
札
幌
で
は
観
察
で
き
な
い

昆
虫
を
た
く
さ
ん
採
っ
た
。
オ

オ
カ
マ
キ
リ
の
終
齢
幼
虫
は
虫

か
ご
に
入
れ
て
持
っ
て
来
た
が
、

青
函
連
絡
船
の
中
で
脱
皮
し
は

じ
め
、
目
の
前
で
大
き
な
成
虫

と
な
っ
て
僕
を
驚
か
せ
た
。
親

父
は
そ
ん
な
僕
の
土
産
話
を
ニ

コ
ニ
コ
と
聞
い
て
く
れ
て
い
た
。

　

こ
う
い
う
と
、
と
て
も
優
し

い
お
父
さ
ん
だ
っ
た
と
思
う
だ

ろ
う
が
、
普
段
の
親
父
は
と
て

も
恐
ろ
し
い
存
在
で
、
緊
張
せ

ず
に
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ

ど
厳
し
い
親
父
だ
っ
た
。
で
も

な
ぜ
か
夏
休
み
の
親
父
の
思
い

出
は
、
優
し
く
て
楽
し
く
、
笑

顔
ば
か
り
だ
。

　

父
親
に
と
っ
て
、
夏
休
み
こ

そ
が
親
子
の
絆
を
太
く
す
る

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
う
。
幸
い
東

川
は
野
山
や
川
な
ど
自
然
環
境

の
豊
か
な
地
な
の
で
、
子
ど
も

た
ち
を
連
れ
て
野
外
へ
出
て
み

よ
う
。
間
違
え
て
も
子
ど
も
を

指
導
す
る
な
ど
と
は
考
え
な
い

方
が
良
い
。
子
ど
も
と
一
緒
に
、

真
剣
に
や
り
遂
げ
る
背
中
を
子

ど
も
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
が
大

切
だ
。
よ
ろ
こ
び
を
爆
発
さ
せ
、

大
き
な
声
を
張
り
上
げ
て
遊
ぶ

親
父
の
姿
を
子
ど
も
た
ち
は
逞

し
く
感
じ
る
だ
ろ
う
。
普
段
と

違
う
親
父
の
姿
を
見
せ
る
の
が

夏
休
み
だ
。

さ
ぁ　

夏
休
み
だ
ぁ

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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安
心
し
て
療
養
す
る
た
め
の
訪
問
看
護

在
宅
療
養
に
欠
か
せ
な
い
役
割

保健だより
for Healthy Life

　

唐
突
で
す
が
、
こ
こ
で
問
題
で
す
。
ヒ

ト
の
足
の
骨
（
脚
の
部
分
の
骨
は
含
ま
な

い
）
は
何
本
あ
る
で
し
ょ
う
か
？　

正
解

は
後
ほ
ど
。

　

さ
て
、
「
足
元
を
見
る
」
と
い
う
こ
と

は
体
の
健
康
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
な

こ
と
で
す
。

　

年
を
取
る
と
だ
れ
で
も
筋
力
、
筋
肉
の

柔
軟
性
が
低
下
す
る
も
の
で
す
。
神
経
細

胞
や
神
経
伝
達
物
質
（
ド
ー
パ
ミ
ン
な
ど
）

が
減
少
し
て
、
前
後
左
右
の
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
調
整
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
転

び
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
皮
下
組
織
の

コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
が
少
な
く
な
り
、
血
流

の
減
少
や
血
管
の
狭
さ
く
が
起
こ
っ
て
、

一
度
出
来
た
傷
も
治
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
足
の
ス
キ
ン
ケ

ア
と
ネ
イ
ル
ケ
ア
。
足
を
健
康
に
保
つ
こ

と
が
バ
ラ
ン
ス
機
能
の
改
善
に
役
立
つ
、

と
い
う
こ
と
が
研
究
で
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
フ
ッ
ト

ケ
ア
が
大
切
な
ん
で
す
ね
。

加
齢
と
と
も
に
難
し
く
な
る
足
元
ケ

ア
　

足
の
ケ
ア
は
、
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て

ま
す
ま
す
大
事
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

高
齢
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
自
分
の
足

を
自
分
で
ケ
ア
す
る
こ
と
は
、
思
っ
て
い

る
以
上
に
困
難
に
な
り
が
ち
。
爪
切
り
や

足
の
血
行
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
家
族
一
緒

に
ケ
ア
す
る
心
掛
け
が
大
切
で
す
。
日
常

的
に
よ
く
歩
く
こ
と
も
足
の
血
流
循
環
を

促
し
、
健
康
な
皮
膚
を
保
つ
こ
と
に
役
立

ち
ま
す
。

▼
加
齢
に
よ
り
足
の
ケ
ア
が
困
難
に
な
る

主
な
要
因

①
巧
緻
な
動
作
能
力
の
低
下
↓
視
力
が
低

下
し
て
爪
切
り
や
爪
や
す
り
を
か
け
る
な

ど
の
作
業
が
出
来
な
い
。

②
足
の
感
覚
障
害
（
原
因
は
ビ
タ
ミ
ン
不

足
、
貧
血
、
神
経
症
障
害
な
ど
）
↓
足
に

傷
が
出
来
て
も
気
づ
き
に
く
い
。

③
脊
椎
狭
窄
（
き
ょ
う
さ
く
）
な
ど
に
伴

う
腰
痛
で
、
前
屈
作
業
な
ど
が
大
き
な
負

担
感
を
伴
う
↓
日
常
の
動
作
が
苦
痛
に
な

る
。

▼
日
常
の
足
の
手
入
れ
は
次
の
要
領
で

①
足
を
見
て
触
る
↓
目
で
肌
の
色
の
変
化
、

傷
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
触
る
こ
と
で

体
温
を
確
認
す
る
。
足
の
状
態
の
左
右
差

を
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
。

②
石
鹸
で
洗
う
↓
殺
菌
効
果
の
強
い
も
の

を
使
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
湿
効
果

が
高
い
も
の
を
使
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。

石
鹸
成
分
の
洗
い
残
し
、
泡
の
流
し
残
し

が
な
い
よ
う
に
。

③
爪
を
切
る
↓
入
浴
後
に
爪
が
柔
ら
か
く

な
っ
て
い
る
時
に
爪
切
り
す
る
。
爪
水
虫

＝
爪
白
癬
（
は
く
せ
ん
）
＝
で
肥
厚
し
た

爪
は
、
通
常
の
爪

切
り
で
切
れ
な
い

場
合
も
。
そ
ん
な

時
は
ニ
ッ
パ
ー
爪

切
り
で
。
糖
尿
病

な
ど
で
爪
が
厚
く

変
形
し
て
い
る
方

は
、
皮
膚
科
で
切

っ
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

▼
爪
の
切
り
方
、

や
す
り
の
か
け
方

①
爪
を
切
り
過
ぎ
な
い
こ
と
↓
爪
の
切
り

過
ぎ
は
巻
き
爪
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
っ
す
ぐ
に
爪
を
切
り
、
両
角
を
整
え
る

ス
ク
エ
ア
オ
フ
と
い
う
切
り
方
が
一
般
的

に
は
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
爪
や
す
り
の
か
け
方
は
次
の
要
領
で
。

爪
を
切
っ
た
後
、
切
り
口
を
丸
く
整
え
る

程
度
に
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
介
護
の
相

談
、
介
護
予
防
の
講
話
依
頼
も
承
っ
て
い

ま
す
。
☎
82
│
２
１
１
１
（
内
線
５
０
８
、

５
０
９
、
澤
崎
、
大
野
）

（
正
解
）
ヒ
ト
の
足
の
骨
は
、
片
足
26
本
、

両
足
で
52
本
に
も
な
り
ま
す
。
体
全
体
の
骨

の
実
に
４
分
の
１
が
足
に
あ
り
ま
す
。
細
か

く
小
さ
い
骨
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
（
参
照
）　

「
は
じ
め
よ
う
！
フ
ッ
ト
ケ

ア
」
（
第
３
版
）
＝
２
０
１
３
年
日
本
フ

ッ
ト
ケ
ア
学
会
編
集
、
日
本
看
護
協
会
出

版
会
発
行
＝

健
康
な
体
は
足
元
か
ら

大
切
な
フ
ッ
ト
ケ
ア
〜
爪
切
り
、爪
や
す
り

　

夏
真
っ
盛
り
、
素
足
に
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
て
出
か
け
る
こ
と
が
多
い
季
節
で
す
ね
。
足
の
ケ
ア
は
日
ご
ろ
あ
ま
り
気
に
留
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
素
足
に
な
る
こ
と
が
多
い
季
節
で
す
か
ら
、こ
ん
な
時
に
足
元
の
健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

健
康
な
体
は
足
元
か
ら

大
切
な
フ
ッ
ト
ケ
ア
〜
爪
切
り
、爪
や
す
り

爪の正しい切り方

やすりのかけ方
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☎

申し込み
申し込み
申し込み

申し込み

申し込み

申し込み

予約

information
健福祉センター
保健福祉課保健指導室保

域子育て支援センター（幼児センター内）
西4号北8番地地

生サロンここりん
東町1丁目7-10共文化ギャラリー

東町1丁目19-8

笑味ちゃん家（JAひがしかわ）
西町1丁目5-1　☎82-2121

インフォメーション

申し込み

参加自由

予約

ひ
が
し
か
わ

Tow
n of photography

□
発
行
/東
川
町
役
場
　□
編
集
/企
画
総
務
課
企
画
財
政
室
　tel.8

2
-2
1
1
1

□
印
刷
/株
式
会
社
総
合
企
画

N
o.742 A

ugust 2015

…………
……………………

…………
…………

2015.

8

【8月分】
３日㈪
５日㈬
６日㈭

27日㈭
28日㈮

６日㈭
８日㈯
11日㈫

20日㈭
26日㈬
28日㈮

8月の行事
第９回大雪山忠別湖トライアスロンinひがしかわ大会開会
式（後４時半、農村環境改善センター）
第９回大雪山忠別湖トライアスロンinひがしかわ大会（前10
時、親水広場一般の部スタート）
第22回写真甲子園大会開会式（後３時、農村環境改善セン
ター）＝９日まで＝
第１回高校生国際交流写真フェスティバル開会式（後３時、
北工学園）＝10日まで＝
第31回写真の町東川賞授賞式ほか（後２時、農村環境改善
センター）
どんとこい祭り前夜祭花火（後８時半、羽衣公園）＝いずれも
９日まで＝
韓国サッカー少年団交流大会（前９時、ゆめ公園サッカー場）
第23回東川町民水泳大会（前10時、Ｂ＆Ｇ海洋センター）
町議会第５回臨時会（前９時半、議場）会期１日
第13回てっぺん祭り（前10時、農協駐車場特設会場）

１日㈯

２日㈰

４日㈫

５日㈬

８日㈯

17日㈪
23日㈰
26日㈬
30日㈰

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
地域交流センター
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－5900
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

移動献血車来庁　
じっくり子育て相談
もぐもぐ教室
乳幼児健診

（通知者以外は14:30～）
エキノコックス症検診
エキノコックス症検診

会場は原則保健福祉センターです

13:00～14:00
13:15～

15:00～17:00
17:00～19:00

【9月分】
４日㈮

17日㈭
18日㈮

ごっくん教室　
乳幼児健診　
栄養教室
１歳６カ月児健診

○８日㈯～９月２日㈬
　▶第31回写真の町東川賞受賞作家作品展
　▶写真インディペンデンス展

※７日㈮まで写真の町東川賞受賞作家作品展の展示準備
　のため休館

○11日㈫まで
　▶春日崇志氏（旭川）写真展「地球の色彩（いろ）～世界
　　33か国とニッポンの原色の風景を訊ねて」
○17日㈪から９月11日㈮まで
　▶第13回大雪清流てっぺん祭りフォトコンテスト作
　　品展示（一般投票審査会は27日まで）

カラダ美楽クラブ……………
ここ研サタデー………………
ここりん研修会（あさ）……
　　　　　　　（よる）……
カラダ美楽クラブ……………
おとなり会……………………
健康体操教室…………………

インフォメーション

＜親子遊び体験教室＞
 7日㈮
＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日「プレイルーム」開放…9:00～12:00
3日、4日、5日、10日、11日、12日、17日、18日、19日、24日、25日、26日、31日
25日㈫　午後開放（０～１歳対象）　…………
会場は幼児センターです

10:00～11:30
10：00～12：00
10：00～11：30
18：30～20：00
10:00～11:30
14:00～15:00
10:00～11:00

テーマ「未満児交流会（うさぎ組）」…… 10：00～11：30

13：00～15：00

体操教室（9月分）　8月31日㈪から受け付け（窓口、電話fax）


